


　日頃より山形県立米沢栄養大学の地域連携・研究推進活動に対し、深いご理解とご支援
を賜り厚くお礼申し上げます。
　この度「令和元年度地域連携・研究推進センター活動報告書」を作成いたしましたので、
ご高覧いただければ幸いです。
　本学は、山形県初の管理栄養士養成大学として平成26年４月の開学以来、保健、医療、
福祉、教育などの多様な場において、県民の健康で豊かな暮らしの実現に寄与できる栄養
に関する高度な専門知識と技術を身につけた人材の育成を行い、令和２年３月には３回目
の卒業生を社会に送り出しています。
　本学では、開学と同時に、地域が抱える食を通じた健康課題を明確にし、解決を図るた
めの地域貢献活動の拠点として「地域連携・研究推進センター」を設置いたしました。全
教員がセンター員となり、本学の特色である「栄養と健康の研究に関するシンクタンク機
能」と「栄養に携わる者等に対する生涯学習の拠点機能」の推進に努めております。
　この７年の間に、県から受託した事業「減塩プロジェクト事業」では、健康的な食習慣
の定着に導くための「健康プログラムガイドブック」を作成し、全県的に普及啓発活動を
行っております。また、「やまがた適塩弁当」の開発・普及活動や「健康な食事（スマー
トミール）」の認証を受けるなど、健康的な食選択を可能にする食環境整備にも積極的に
取り組んでいます。さらに、令和元年度には、県健康福祉部と山形新聞社との連携による
「やまがた健康ファア2019実行委員会」への参画、イオンリテール（株）・県健康福祉部・
県栄養士会との連携による「イオン実施イベント」による栄養バランス指導、米沢市健康
課との連携による「中学生を対象とした減塩教育」事業、山形大学工学部・同国際事業化
研究センター・米沢信用金庫などとの連携による「アルファ化米粉レシピコンテスト」な
どの新規連携事業にも着手しています。その他、県立病院や県立保健医療大学、地元商工
会議所、企業などとの継続事業も順調に推移しております。
　「地域連携・研究推進センター」では、今後も本学が地域の発展に貢献できるよう、そ
の推進役としての役割を果たしていきたいと考えております。引き続きご支援ご協力を賜
りますようよろしくお願い申し上げます。
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（地域連携・研究推進センター　事業概要）





࠙タ⨨の㊃᪨ࠚ 
山形県立米沢栄養大学は、地域♫会がᢪえるㅖㄢ㢟にࡘいて栄養や健康のどⅬか

ら発見とゎỴをᅗるたࡵ、栄養や健康のᑓ㛛ᐙで࠶る本学教員が地域に密着した健

康づくり活動や栄養指導、ྛ ✀研究・開発事業➼を組織的にᒎ開し、大学がᣢࡘ▱的

資※の地域への㑏ඖと研究Ỉ‽の向ୖを┠的とし、ᖹ成 26 ᖺ４᭶の開学と同に、

「地域連携・研究推進センター」を設置したࠋ 

 

࠙࡞ᶵ⬟ࠚ 

 ⬟ᶵࢡタンࢡシンࡿࡍᗣの研究に㛵ᰤ㣴ۑ

栄養と健康に関し、大学の᭷する▱㆑やᢏ⾡を活用し、行ᨻや県ෆの関ಀ機関と

共同して実践的な研究を行い、その成ᯝにᇶづࡁ、県Ẹの健康で㇏かなᬽらしの実

⌧に㈉⊩するࠋ 
 

 ⬟ᾭᏛ⩦のᣐⅬᶵ⏕ࡿࡍにᑐ➼⪅ࡿࢃᰤ㣴に携ۑ

栄養に携ࢃる者や関連の⫋✀にᚑ事する者に対する学⩦機会のᥦ౪や、公開講座

やシンポ࣒࢘ࢪの開催による報発ಙ➼を行い、地域の栄養教育に関する生ᾭ学⩦

のᣐⅬとするࠋ 
࠙⤌⧊యไ・㐠Ⴀࠚ 

 ࠋセンターのᵓ成員は 、健康栄養学部に所ᒓする教員ཬび事ົᒁ⫋員とするࠐ

ᵓ 成 員 ᙺ  

センター長 

（学部長がවົ） 
センター業ົの⥲ᣓ 

センター長 

（学部に所ᒓする教員㸯ྡ）  
センター業ົの⥲ᣓ⿵బ 

センター運営委員 

（学部に所ᒓする教員㸱ྡと事ົᒁḟ長） 
センターの運営管理 

センター研究員 

（学部に所ᒓする教員） 
地域㈉⊩事業や研究開発事業の実施 

事ົᒁ  

（大学事ົᒁ⫋員（වົ）） 
事業のコーディࢿートཬびᗢົ業ົ 

 
り᪉➼をᑂ࠶地域連携㺃研究推進センター運営委員会を設置し、事業ィ画や運営の ࠐ

㆟し、㐺ษな運営をᅗࡗているࠋ 

 

運営委員会のᵓ成員は、センター長、センター長、センター運営委員（学部に所 ࠐ

ᒓする教員㸱ྡ、事ົᒁḟ長）ཬび大学事ົᒁ⫋員（වົ）㸰ྡとし、ཎ๎として᭶

㸯回開催しているࠋ 
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࠙事業概要ࠚ 

 

 ㄯཷ┦ۑ

栄養や健康に関する相談❆口を設置し、ྛ✀相談の受付を実施しているࠋ 

௳ ᩘ 

ᖺ 度 
⥲ᩘ 

受付᪉ἲෆヂ 
備考 

᮶学 㟁ヰ メール その 

ᖹ成 26 ᖺ度 㸯㸴 㸯５  㸯   

ᖹ成 27 ᖺ度 㸰４ 㸯㸴 㸱 㸱 㸰ͤ ͤᡭ⣬・ⴥ᭩ 

ᖹ成 28 ᖺ度 㸰㸱 㸵 㸯㸱 㸰 㸯ͤ ͤᡭ⣬ 

ᖹ成 29 ᖺ度 㸰㸮 㸷 ５ ４ 㸰ͤ 
ͤᡭ⣬・学外

で㠃談 

ᖹ成 30 ᖺ度 㸰㸮 㸶 㸶 ４   

௧和ඖᖺ度 㸯㸰 ５ 㸴 㸯   

 

 

 ฟ๓講座ۑ

  栄養関ಀ者が主催する研ಟ会、地域ఫẸが主催する講₇会ཬび学ᰯ（小中㧗）の

講₇会➼に教員をὴ㐵し、講₇を実施しているࠋ 

௳ 

ᩘ 

ᖺ 度 

⥲ᩘ 

ὴ㐵ඛෆヂ 

備考 
行ᨻ 学ᰯ ᅋ体 業 その 

ᖹ成 26 ᖺ度 㸯㸮㸱 㸰㸰 㸯㸮 ４㸱 㸵 㸰㸯  

ᖹ成 27 ᖺ度 㸯㸯㸶 ４４ 㸯㸯 㸯㸵 㸯㸰 㸱４  

ᖹ成 28 ᖺ度 㸯㸮㸮 ４５ 㸰㸮 㸯㸯 㸴 㸯㸶  

ᖹ成 29 ᖺ度 㸶㸶 㸰㸮 㸰㸰 㸰㸮 㸯㸯 㸯５  

ᖹ成 30 ᖺ度 㸶㸯 㸰㸰 㸯㸷 㸰４ 㸯㸮 㸴  

௧和ඖᖺ度 㸯㸮㸵 㸰㸵 㸱㸵 㸱㸯 㸵 ５  
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（共同研究）
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骨密度の追跡継続調査 –血管老化度とストレス因子の影響–

大　益　史　弘

ʵ9ʵ



 

17.6% 59.6%

11.8% 2.1%

44.3 29.7

 

 

11.8%

37.2%

82.3% 24.5%

4

 

 

62.5%

21.3%

1

1

0.8 2.7

 

 

17.1% 64.8%

18.0% 0%

 

ʵ10ʵ



 「のࡪᏛࢆఱ」「ࡌឤࢆఱ」ࡣ⏕ᚐ・Ꮫ⏕ࡓࡋぢᏛࢆンセン⒪㣴ᡤࣁ

㸸ᩍ⫱ᚰ⌮Ꮫࡽのࣟࣉーࢳ 

          ᒣ  ༤ 

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ度 

ᢸᙜ教員：沼山 博 

共同研究者：⚟ᓥ᭸子（ᒾᡭ県立大学♫会⚟♴学部） 

⳥ụṊ๑（ᮾ北大学ྡ教ᤵ） 

 

࠙ၥ㢟┠ⓗࠚ 

ハンセン病ၥ㢟に関しては、ᖹ成 20 ᖺに「ハンセン病ၥ㢟のゎỴのಁ進に関するἲᚊ」

が制ᐃさࢀ、その第 18᮲「ハンセン病のᝈ者でࡗ࠶た者➼のྡの回をᅗるたࡵ、ᅜ立

のハンセン病資料㤋の設置、Ṕ史的ᘓ㐀≀の保Ꮡ➼ハンセン病ཬびハンセン病対⟇のṔ史

に関するṇしい▱㆑のᬑཬ啓発そのᚲ要なᥐ置を講ࡎる」にᇶづいて、ྛ 地のハンセン病

療養所には♫会ὶ㤋やṔ史㤋といࡗた啓発施設が設置さࢀているࢀࡇࠋらの施設には、୍

⯡のேࡔࠎけではなく、ேᶒ教育の୍環としてඣ❺・生徒・学生がከᩘゼࢀているが、見学

者がそࡇで「何を感じ、学ࡔࢇか」とい࠺Ⅼにࡘいては、見学者本ே、もしくは見学の主催

者ഃによる☜ㄆに௵さࢀており、学⾡的に༑ศ᳨ウさࢀていないのが実≧でࠋ࠺ࢁ࠶ 

そࡇで、本研究は、ハンセン病啓発施設（療養所ྵࡴ、௨ୗ同じ）を見学した生徒や学生

に対してインタࣅュー調査や㉁ၥ⣬調査を実施し、見学によࡗて生徒や学生が「何を感じ、

何を学ぶか」にࡘいて、教育心理学的なほⅬからᢕᥱするࡇとを┠的とするࠋ 

௧和ඖᖺ度は、療養所を見学した生徒・学生のస文をศᯒし、その⤖ᯝをศᯒしたࠋなお、

本報告は、山形県立米沢栄養大学⣖要第㸴ྕᥖ㍕の「学ᰯ教育の学⩦ㄢ㢟としてのハンセン

病ၥ㢟～⥲ྜ的な学⩦の㛫を中心として」にて発⾲したもので࠶るࠋ 

࠙᪉ἲࠚ 

㸯）ศᯒの対象 

ศᯒの対象は、長ᓥ愛生ᅬධ所者で࠶るᨾ・加㈡田୍Ặがㄒり部として、ᅬをゼࢀた中学

生や㧗ᰯ生に講ヰを行ࡗた㝿の感文（加㈡田 「୍ᓥのやまびࡇ～感文～」）、および長ᓥ

愛生ᅬで長ᖺにࢃたり、࣎ランティア活動やὶを続けてࡁた、ᗈᓥ県⚟山市の┆進学ᅬ┆

進中学㧗➼学ᰯࣄューマンライツ部の「ハンセン病ၥ㢟に関する文㞟（2017ᖺ度）」で࠶るࠋ

療養所によࡗて、ෆᐜがኚࢃるྍ能ᛶを考៖し、同じ療養所に関するస文を対象としたࠋい

なお、加㈡田ࠋる࠶たものでࢀも公⾲もしくは㓄ᕸさࢀࡎ 「୍ᓥのやまびࡇ～感文～」は

ෆᐜ的に����ᖺ௦のもの、┆進中学㧗➼学ᰯࣄューマンライツ部「ハンセン病ၥ㢟に関す

る文㞟」は2���ᖺ௦のもので࠶るࠋ  

㸰）ศᯒの᪉ἲ 

まࡎ生徒そࢀࡒࢀのస文にࡘいて、㸯文もしくは㸯文⠇を༢としたグ㏙にศけ、

Krippendorff(1980)のෆᐜศᯒを参考に、グ㏙をศ㢮し、カテࢦリー化したࠋ 

 

ハンセン病療養所を見学した生徒・学生は「何を感じ」「何を学ぶのか」
：教育心理学からのアプローチ

沼　山　　　博
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࠙⤖ᯝ⪃ᐹࠚ 

ศᯒの⤖ᯝ、ḟの４カテࢦリーとそのにศ㢮さࢀたࠋ 

ア㸬ハンセン病にࡘいてのᇶ本的▱㆑に関するもの 

ハンセン病のᇶ本的▱㆑に関するグ㏙で࠶るࠋハンセン病は感ᰁで࠶り、では療⸆

でるࡇと、感ᰁしても⾨生≧ែや栄養≧ែがよい㝈りは発病しにくいࡇと、その主な≧

や、ே┠にࡁࡘやすい⟠所に≧が出るࡇとがᕪูのࡗࡁかけとなり、ᅜレベルで↓らい県

運動や療養所へのᙉ制㝸㞳が行ࢀࢃたࡇと、そして回者の⌧ᅾの≧ἣなどにࡘいて㏙

らࢀているࠋ 

イ㸬回者の⿕ᐖ者ᛶにὀ┠したもの 

回者の⿕ᐖ者ᛶにὀ┠したグ㏙で࠶るࢀࡇࠋはさらに、ձᐙ᪘や地域で受けたᕪู、ղ

療養所でのฎ㐝、ճᐙ᪘やேとのูࢀ、そしてࢀࡇら㸱ࡘを㋃まえて生じる、մᅜや♫会

に対するၥやᛣり、にศ㢮さࢀるࠋ 

いてグࡘちձは、ධ所者が療養所へධ所するまでにᐙᗞෆや地域で受けたᕪูに࠺のࡇ

㏙さࢀたもので࠶るࠋ 

ղの療養所でのฎ㐝には、ධ所者がഇྡをࡗて⮬ศを㞃して生ࡁなけࡤࢀならなかࡗ

たࡇと、所ෆປാをさࡏらࢀたࡇと、またそࢀによࡗて≧がᝏ化したࡇと、┘⚗ᐊが࠶

り、㏨㉮や⛛ᗎをす行動をするとそࡇにධࢀらࢀるࡇと、┘⚗ᐊではᅃேのよ࠺なᢅい

をさࢀたࡇと、食事や⾰᭹など療養所でのᚅ㐝はかなりᝏかࡗたࡇと、ᙉ制的なዷᡭ⾡や

ேᕤዷፎ中⤯など子Ꮮをṧすࡇとがチさࢀなかࡗたࡇと、Ṛࢇでもᨾ㒓にはᡠࢀないࡇと、

ࡗてもᨾ㒓にᖐࡗたり♫会ᖐするࡇとは㞴しかࡗたࡇと、など、ධ所者に対する療養

所のฎ㐝にࡘいて、おおྰࡡࡴᐃ的・ᢈุ的な調子で⥛らࢀているࠋ    

ճにࡘいては、ᙉ制㝸㞳とはᐙ᪘やேとᐜ᫆に会えなくなるࡇとをពし、療養所への

ධ所はᐙ᪘やேとのูࢀをពするが、そ࠺いࡗたูࢀのᝒしࡳやࡘࡏなさ、ධ所ᚋの㒓

ឋにࡘいてのグ㏙がなさࢀているࠋそࡇでは、長ᓥ愛生ᅬに࠶るᝈ者ᐜᱞᶫやᝈ者運ᦙ用

の⯪が、象ᚩとさࢀているࠋ  

մは、ୖ グձ～ճを㋃まえて生じる、ᅜや♫会に対するၥやᛣりにࡘいてのグ㏙で࠶るࠋ

ᙉ制㝸㞳そのもの、療養所でのຎᝏなᚅ㐝、そしてᙉ制的なዷᡭ⾡やேᕤዷፎ中⤯など、

ハンセン病者を長ᖺにࢃたりᕪู的にᢅࡗてࡁた主体としてのᅜや、そࢀをチしてࡁた♫

会に対するၥやᛣりがグ㏙さࢀているࠋ 

 㸬回者の㜚いにὀ┠したもの࢘

回者の㜚いにὀ┠したグ㏙で࠶るࢀࡇࠋは、㜚いの対象の㐪いから、ձ回者⮬㌟との

㜚いと、ղᅜや♫会との㜚いにศ㢮さࢀるࠋ 

ձにࡘいては、ᙉ制㝸㞳やຎᝏなฎ㐝のなかで生ࡁていくには、まࡎ、そࢀらと㜚࠺⮬ศ

⮬㌟との㜚いが࠶るはࡎで࠶り、そࡇから回者⮬㌟との㜚いとྡしたࠋそ࠺した境㐝の

なかでもே㛫らしい生ࡁ᪉を追いồࡵ、さまࡊまなᕤኵをする回者のጼを通して、生徒が

ᙼらのே㛫ᛶを感じているࡇとがグ㏙さࢀているࠋ  

ղにࡘいては、ᙉ制㝸㞳やຎᝏなฎ㐝とい࠺⌧実をኚえるたࡵに、⮬会や療༠（ᅜ

ハンセン病療養所ධ所者༠㆟会、ᪧ ᝈ༠）を中心にᒎ開さࢀたᝈ者運動を㋃まえたグ㏙で
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長ᓥ愛生ᅬでࠋとから、ᅜや♫会との㜚いとྡしたࡇる࠶り、㜚いの対象がᅜや♫会で࠶

は 1988 ᖺに、そࢀまで⯪でしかΏࢀなかࡗたᓥと本ᅵを⤖ぶ㑚久長ᓥ大ᶫが成したが、

ᯫᶫへ向けた運動の中心の୍ࡘとなࡗたのが、長ᓥ愛生ᅬධᅬ者⮬会でࡗ࠶たࡇとから、

ࡘる回者のே㛫ᛶにࢃた運動に携ࡗい࠺また、そࠋているࢀのᶫがᝈ者運動の象ᚩとさࡇ

いてもグ㏙がなさࢀているࠋ 

 㸬ᛮ考のᗈがり・῝まり࢚

ハンセン病ၥ㢟を学࠺ࡔࢇえでのᛮ考のᗈがり・῝まりに関するグ㏙で࠶るࢀࡇࠋはさら

に、ハンセン病ၥ㢟をᘬࡁ㉳ࡇした♫会のၥ㢟Ⅼにࡘいてグ㏙しているձ♫会のၥ㢟、そࢀ

をさらに⮬ศ⮬㌟のၥ㢟としてᤊえているղ生徒⮬㌟のၥ㢟、ハンセン病ၥ㢟をの♫会

ၥ㢟と関連づけてᤊえよ࠺とするճの♫会ၥ㢟と関連づけて、そしてձ～ճを㋃まえ、よ

りே㛫のዟ῝いとࢁࡇまで考察をᗈࡆているմᛮ考のより୍ᒙのᗈがり・῝まり、の４ࡘに

ศ㢮さࢀるࠋ 

ձにࡘいては、ハンセン病ၥ㢟をᘬࡁ㉳ࡇした♫会のၥ㢟Ⅼとして、市Ẹの↓理ゎや↓関

心がࡆ࠶らࢀ、らいண㜵ἲのよ࠺なἲᚊがなࡐでࡁてしまࡗたのかとい࠺ၥがグ㏙さࢀ

ているࠋղにࡘいては、↓理ゎ・↓関心に㝗らないよ࠺、学⩦を継続しなくてはならないࡇ

と、またṇ☜な理ゎをしなくてはならないࡇと、そして㛫㐪いが㉳ࡁているとࡁはそࢀをṇ

すࡇと、さらにはハンセン病ၥ㢟をㄒり継ࡇࡄとなど、ハンセン病ၥ㢟のよ࠺な♫会ၥ㢟が

度と㉳ࡇらないよ࠺にする⮬㌟の㈐௵にࡘいて㏙らࢀているࠋ同に、࠺ࡇした㈐௵を

ᯝたすたࡵに、ே㛫としてのᙉさやຬẼをᣢࡇࡘとのᚲ要ᛶにࡘいてもグ㏙さࢀているࠋճ

にࡘいては、ハンセン病とᵓ㐀が㢮ఝした♫会ၥ㢟にࡘいてのẼづࡁが㏙らࢀているࡇࠋ

では、部ⴠᕪูやࡇ HIVᕪูのၥ㢟がࡆ࠶らࢀているࠋ 

մにࡘいては、ハンセン病ၥ㢟を≉Ṧなၥ㢟としてᤊえࡎ、その᰿ᗏにఝたよ࠺なၥ㢟を

ᘬࡁ㉳ࡇしかࡡない、ே㛫の᰿῝いၥ㢟が࠶るࡇとへのẼづࡁが㏙らࢀているࠋなࡐハン

セン病ࡔけ「ඖᝈ者」と⾲グさࢀるのか、またே㛫はேと㐪࠺者やኚࡗࢃた者に対してཝし

く᥋するഴ向が࠶るが、そࢀはே㛫のᙅさや᎘な部ศで࠶り、そࢀをㄆࡵて生ࡁていけるの

か、「⮬ศはᩆ࠺ഃ、ᝈ者は“かࢃいそ࠺”でᩆࢀࢃるഃ」とい࠺ゝⴥに象ᚩさࢀる、対ே

ᨭを行࠺ே㛫のព㆑のၥ㢟、などがࡆ࠶らࢀているࠋ 

 ࠚᚋのㄢ㢟ࡵࡲ࠙

⤖ᯝをまとࡵるたࡵ、ᚓらࢀたカテࢦリーを、㉁的研究のᡭἲで࠶る㹉㹈ἲ（ᕝ႐ከ, 1987）

などを参考にして、「生徒におけるハンセン病学⩦のプロセス（௬ㄝ）」としてᵓ㐀化を行ࡗ

たࠋその⤖ᯝがᅗで࠶るࠋᚋは、の療養所のሙྜも᳨ウし、回見出したカテࢦリーや

ᵓ㐀化のጇᙜᛶを☜ㄆしていくࡇとがㄢ㢟で࠶るࠋ  
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ᅗ 生徒におけるハンセン病学⩦のプロセス（௬ㄝ） 
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食絵本のメディア論的考察

安　部　貴　洋
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・参加者 保育者・栄養ኈ㸶ྡ、本学学生㸱ྡ 
・ෆᐜ ձዲࡁ᎘いと絵本に関するヰしྜい  
    ղᖺ度の研究にࡘいて  
 
共同研究第㸰回ۍ  
・᪥ ௧和ඖᖺ 11 ᭶㸷᪥(ᅵ) 14  30 ศ～16  30 ศ 
・ሙ所 たࡱࡱࢇ保育ᅬ (山形市) 
・参加者 保育者・栄養ኈ⣙㸵ྡ 
・ෆᐜ ձ報告「食と絵本 ࠗ食る࠘ࡇとから考える࢚ピࢯード」(安部) 

ղ㉁ᛂ⟅ 
ճዲࡁ᎘いをテーマにした絵本に関するヰしྜい  

 
共同研究第㸱回ۍ  
・᪥ ௧和㸰ᖺ㸰᭶㸯᪥(ᅵ) 14 ～15  30 ศ 
・ሙ所 たࡱࡱࢇ保育ᅬ (山形市) 
・参加者 保育者・栄養ኈ㸷ྡ 
・ෆᐜ ձ共同研究⤖ᯝ報告とᚋのㄢ㢟  
 
㸱㸬共同研究の⤊ࡾࢃに 

ᖹ成 29 ᖺ度から௧和ඖᖺ度まで行ࡗた共同研究におけるᬻᐃ的な⤖論は、絵本が「おい

しさ」をࡘくり出しているのではないかといࡇ࠺とで࠶るࠋ「おいしさ」が実㝿に食たと

行Ⅽは࠺とい「る食」、またࠋているࢀとはすでに▱らࡇによるものでないࡳの感ぬのࡁ

ே㛫関ಀに῝くᇙࡵ㎸まࢀているࡔࠋとすࡤࢀ、食絵本にᥥかࢀたおいしそ࠺な食もの

や㡢が、そして食絵本を通して子どもたちが୍⥴になࡗてࡘくりࡆ࠶るᴦしさ、ࢀࡇらの

くり出ࡘ食絵本が、ࢇࢁもちࠋいているのではないかࡘとが「おいしさ」へと῝く⤖びࡇ

す「おいしさ」がそのまま実㝿に「食る」ࡇとへとࡘながるࢃけではないࡇࡇࠋに絵本

による食育の㝈⏺が࠶るよ࠺にもᛮえるࡔࠋが、ࡇの㝈⏺ࡇそが実は絵本のྍ能ᛶへとࡘ

ながࡗているのではないか࠶ࠋるいは、ࡇの前ᥦそのものがၥい┤さࢀているのではない

かࠋே参が᎘いな子でも絵本のே参なら食らࢀるࢀࡇࠋは࠶る保育者から⪺いた࢚ピࢯ

ードで࠶るࠋかࢃいらしいとい୍࠺ゝで見㐣ごさࢀてしまいがちなࡇの行Ⅽが、子ども、

らの考察ࢀࡇࠋているかࡗど㔜要なព⩏をもࢀてどࡗる大ேにとࢃるいは子どもと関࠶

がᚋのㄢ㢟となるࠋ  
᭱ᚋに、㸱ᖺ㛫の共同研究のなかでከくのࡇとを教えていたࡔいた長ᒸᅬ長をはじࡵと

する山形保育ၥ㢟研究会の保育者、栄養ኈの᪉ࠎに῝く感ㅰを⏦しୖࡆますࠋ 
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⡿ἑ㩾ᩥのಖㆤ⫱ᡂに㈨ࡿࡍ研究 

 ᯘ ⵗ Ꮚ 

 

実施ᮇ㛫：ᖹ成 31 ᖺ 4 ᭶ 1 ᪥～௧和 2 ᖺ 3 ᭶ 31 ᪥ 

本学共同研究者：北林蒔子、金谷由希 

外部共同研究者：米沢鯉භ༑㔛 ᒾ᠇ 

 

㸯㸬┠ⓗ 

地域のேࠎの生活の中で生ࡳ出さࢀ、ᬽらしと共に᪥まで受け継がࢀてࡁた地域の

産≀ （地ሙ産≀）は、そのᅵ地にྜࡏࢃてඖẼに生ࡁᢤくたࡵのேࠎの▱ᜨの⤖㞟で࠶

り、᪥まで受け継がࢀてࡁた大事な地域のᐆで࠶るࠋとࢁࡇが、⌧ᅾは加ᕤ食品や調

理῭ࡳなどがቑえ、ᅄᏘをၥࡎࢃ、いࡘでもどࡇでもᐜ᫆に食≀がᡭにධるࠋ౽さ

から調理῭ࡳの食品やインスタント食品➼の用㢖度がቑえて、地域やᐙᗞで受け継が

࠶ている⌧≧でࡁてࡗともᑡなくなࡇるࢀた行事食や㒓ᅵ料理が、ᐙᗞで伝えらࡁてࢀ

るࡇࠋの鯉㞳ࢀが進ࢇでいる米沢において、米沢の食文化をᚋୡに継ᢎするたࡵにも、

「鯉文化」の保護育成のたࡵのྲྀ組がồࡵらࢀるࠋ「地域の食を大ษにする」、「食を大ษ

にする」、「⮬ศのからࡔを大ษにする」、「ேࠎが健康になる」、そして「地域が活ᛶ化す

る」を┠指しているࠋ米沢市における伝統食材で࠶る鯉の鯉㞳ࢀの⌧≧、また鯉料理の

ᬑཬのたࡵのㄢ㢟を᫂らかにし、地域の食文化の継ᢎのたࡵの食育活動を推進するࡇと

を┠的としたࠋ 

 

㸰㸬共同研究のෆᐜ 

㸯）公開講座の開催 

ᖹ成 31 ᖺ 4 ᭶ 14 ᪥「地域の食と健康～米沢の鯉を通して共に考える～」とい࠺講 

₇会を実施したࠋ講₇会実施ᚋに、鯉に関する地域ఫẸの⌧≧を᫂らかにする┠的で 

鯉に関するアンࢣート調査も行ࡗたࠋ 

 

㸰）食育推進᳨ウ委員会の設置 

「食育推進᳨ウ委員会」を開催し、鯉のᬑཬ活動は委員のヰしྜいで進ࡵるࡇとと

したࠋ委員は、ศとく山⥲料理長 野㷂洋光Ặ、ᖾࡏ料理ᐙ࠺ࡇちࢇࡷ相田ᖾẶ、米

沢鯉භ༑㔛 ᒾ᠇Ặ、米沢市健康⚟♴部健康ㄢ ༑ᔒ菜㑣Ặ、米沢市食生活ᨵၿ

推進員 加地᪩由㔛Ặ、小ᕝ♩子Ặ、西ᮧ愛子Ặ、本学学生 11 ྡ、本学教員ࠉ北林蒔子、

金谷由希の 20 ྡでᵓ成し、ྜィ 3 回の会㆟を開催したࠋ 

ձ 第 1 回委員会開催 ௧和ඖᖺ 9 ᭶ 1 ᪥（᪥） 

 鯉の料理᳨ウ会を開催したࠋᵝࠎなレシピで料理をࡘくり、ᚋの᪉向ᛶ➼にࡘ 

いてព見を行ࡗたࠋ参加者 20  ࠋྡ

 

 

米沢鯉文化の保護育成に資する研究

北　林　蒔　子
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ղ 第 2 回委員会の開催 ௧和ඖᖺ 9 ᭶ 29 ᪥（᪥） 

地域ఫẸや学生もྵࡵたᣑ大∧として開催したࠋ参加者 49  ࠋྡ

 

ճ 第 3 回委員会の開催 ௧和 2 ᖺ 3 ᭶ 3 ᪥（ⅆ） 

௧和ඖᖺ度のྲྀり組ࡳにࡘいて㆟㢟として、ព見を行ࡗたࠋ 
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㸱）㔛学ᅬ㧗➼学ᰯでのྲྀり組ࡳ 

ⱝいୡ௦が≉に鯉㞳ࢀを㉳ࡇしていると考え、ⱝいୡ௦（米沢市ෆの㧗ᰯ生）やそのぶ

に対するアンࢣート調査を実施し、⌧≧やၥ㢟を᫂らかにするࡇととしたࠋその࠺えで、

ⱝ者に受けධࢀやすい鯉の新しい調理ἲや〇品を開発し、食育ᤵ業の実施（同開催とし

てヨ食会も行࠺）し、ⱝいୡ௦に米沢の鯉を、㒓ᅵの伝統料理で࠶るࡇとのㄆ㆑とともに、

鯉を㌟㏆なものにするよ࠺なྲྀり組ࡳを行ࡗたࠋ 

ձ「アンࢣート調査」ᰯ生徒・保護者対象 

ղ「食育ᤵ業」ࠐ健康と食にࡘいての講ヰ 

 (たࡗンドイッチのヨ食を行ࢧ、てࡏ事をఅ࠺といࡔ鯉)ヨ食会ࠐ         

 ࠋたࡗいてㄝ᫂を行ࡘヨ食ᚋに鯉にࠐ          
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ճアンࢣート調査⤖ᯝ 

 回⋡は、1 ᖺ生 118 ேЍ62 ே（52.5㸣）、2 ᖺ生 128 ேЍ116 ே（90.6㸣）、3 ᖺ

生 142 ேЍ52 ே（36.6㸣）、体 378 ேЍ230 ே（60.8㸣）でࡗ࠶たࠋ 

保護者対象のアンࢣート⤖ᯝでは鯉を食る㢖度は、ᖺに㸯回௨ୗが 71.４㸣（食

ない 30㸣、ᖺに 1 回 41.4㸣、1 ᖺに 2～3 回 25.9㸣、1 ᖺに 4 回௨ୖ 2.7㸣）ࡗࡔ

たࠋ㧗ᰯ生の鯉ࢧンドを食た感は、91.2㸣が⮯くないと⟅え、鯉ࢧンドは 91.9㸣

がおいしいと⟅えたࠋまた、地᪉の伝統的な食文化は大ษにした᪉がよいと⟅えた者

は 86.1㸣ࡗࡔたࠋ 

   鯉を食る行事が࠶ると⟅えた者でその行事は何かとい࠺㉁ၥに対しては、おṇ᭶

と⟅えた者は㧗ᰯ生が 45.9㸣、保護者が 82.3㸣、お┅は㧗ᰯ生が 17.5㸣、保護者が

26.9㸣でࡗ࠶たࠋ 

� 鯉を食たࡇとが࠶るか㸽（㧗ᰯ生） 

 

 

 

 

 

鯉を食たࡇとが࠶るか㸽（保護者） 

 

 

 

 

 

 

� Ỵまࡗて食る行事が࠶るかに対しては、㧗ᰯ生は 29.4㸣、保護者は 40.5㸣が࠶る

と⟅えたࠋ 

� 鯉料理はዲࡁか㸽  

（㧗ᰯ生）             （保護者） 
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� どのくらいの㢖度で食るか㸽 

（㧗ᰯ生）                （保護者） 

 

４）ᬑཬのたࡵのリーフレットのస成 

 1 ᖺ㛫の成ᯝをまとࡵて、鯉のᬑཬのたࡵのリーフレットの 700 部のస成を行ࡗたࠋ 

㓄ᕸඛはୗグのとおりで࠶るࠋ 

㓄 ᕸ ඛ 部ᩘ 所 ᅾ 地 

⏫やさかや 60 山形県米沢市相生ࡳ 7-130 

米沢鯉භ༑㔛 60 山形県米沢市ᮾ 1-8-18 

鯉よし 60 山形県米沢市大⏫ 5-1-38 

米沢駅 100 山形県米沢市駅前 1-1 

米沢ほ光コンベンション༠会 100 山形県米沢市のෆ 1-4-13 

㐨の駅米沢 100 山形県米沢市大Ꮠᕝ 1039-1 

米沢市ᙺ所 60 山形県米沢市金ụ 5-2-25 

米沢市立ᅗ᭩㤋 ࢼセ BA 60 山形県米沢市中ኸ 1-10-6 

置㈷⥲ྜ文化センター 60 山形県米沢市金ụ 3-1-14 

㔛学ᅬ㧗➼学ᰯ 20 山形県米沢市㛛ᮾ⏫ 1-1-72 

愛宕コミュニティセンター 20 山形県米沢市ྂᚿ田⏫ 76-3 

 

㸱㸬ࡵࡲ 

 鯉のᬑཬのたࡵに、さまࡊまなྲྀり組ࡳを実施したࠋ米沢鯉は大ษな地ඖの伝統食材で

ᖺにࠋたࢀていると考えらࡁてࢀるが、すた࠶ 1～2 回の┅やṇ᭶ࡔけの伝統食にならな

いよ࠺に、新しい食᪉を進ࡵるᚲ要ᛶが࠶ると考えらࢀるࠋ㧗ᰯ生のヨ食会では、受け 

ධࢀらࢀない生徒はいなかࡗたࠋⱝ者へ向けてのྲྀり組ࡳがồࡵらࢀるࡇとが♧၀さࢀ

たࠋ 

30.0

41.4

25.9

2.7

0ᅇ 1ᖺに1ᅇ

1ᖺに2䡚3ᅇ 1ᖺに4ᅇ௨ୖ

35.4

36.7

24.8

3.1

0ᅇ 1ᖺに1ᅇ

1ᖺに2䡚3ᅇ 1ᖺに4ᅇ௨ୖ
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స成したリーフレットは௨ୗのとおりで࠶るࠋA3 ࡘᢡり⾲となࡗているࠋ 
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ᑠ୰Ꮫ⏕ࡑのಖㆤ⪅ࢆᑐ㇟ࡓࡋ㣗⫱⛉Ꮫ࣡ーࢡシࣙࣉࢵのᐇ㊶ 

 

୕ᾆ ెዉ 

 

実 施 ᮇ 㛫：ᖹ成㸱㸯ᖺ４᭶㸯᪥～௧和㸰ᖺ㸱᭶㸱㸯᪥  

ᢸ ᙜ 教 員：三浦佳奈 

共同研究者：北ᾏ㐨大学㧗➼教育推進機ᵓ CoSTEP ྂ⃝㍤由

 （所ᒓ：立教大学理学部⌧）ࠉࠉࠉࠉࠉ

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに   

   米沢栄養大学食育ࢧークル「もࡄもࡄラ࣎」の学生とともにぶ子がᴦしく食にࡘいて

学ぶࡇとのでࡁるワークショップを画・実施したいと考えたࠋ食に対する関心を㧗ࡵる

たࡵに、調理の体㦂ࡔけではなく、科学実㦂教ᐊのഃ㠃もᣢちྜࡏࢃたワークショップを

実践するࡇとがᚲ要ࡔと考え、調理と実㦂の୧᪉の体㦂がでࡁるワークショップを┠指

し、実践したࠋまた、もࡄもࡄラ࣎に所ᒓする学生は、ᑗ᮶、管理栄養ኈとしてከくの୍

⯡市Ẹと関ࢃるたࡇ、ࡵのྲྀり組ࡳが、学生たちにとࡗてよりⰋい教育プロࢢラ࣒となる

よ࠺体制を整えるࡇとを┠指したࠋ 

 

㸰㸬令和元年度ᐇ概要 

 

(1) 2019ᖺ度第 1回ワークショップ「小㯏粉の力にࡘいて▱࠺ࢁ㸟㸟」 

᪥    ：2019 ᖺ 7᭶ 20᪥（ᅵ） 

ሙ    所：米沢栄養大学 

イベント概要：ピࢨ生地の材料となる小㯏粉を㢟材にピࢨసりワークショップを行ࡗたࠋピ

సりを行いながら、ᚅち㛫を用してⷧ力粉とᙉ力粉の㐪いや発㓝に関してクイズࢨࠉ

てもらい㐪いࡗた生地をゐࡁた生地とᙉ力粉ででࡁᚋ、実㝿にⷧ力粉ででࡔࢇ形ᘧで学ࠉ

 ࠋたࡏをほ察さࠉ

 

(2) 2019 ᖺ度第 2 回ワークショップ「ちがいはなにかな㸽㸽2✀㢮のアイスをసࡗてた

 「㸟㸟࠺よࡳてくらࠉ

᪥    ：2019 ᖺ 9᭶ 29᪥（᪥） 

ሙ    所：米沢栄養大学 

イベント概要：まࡎ、アイスをసるたࡵに材料を෭༷するには何を用いるのか、クイズとデ

࠺る㔞の㐪ࢀそのᚋ、✵Ẽのྵまࠋたࡏ実㦂を見て子どもたちに考えさࣔࠉ 2✀㢮のアイス

 ࠋたࡗをసり、ぶ子や同じ⌜の子どもたちとヰしྜいながらその㐪いを考えてもらࠉ

 

小中学生とその保護者を対象とした食育科学ワークショップの実践

三　浦　佳　奈
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(3) 2019 ᖺ度第 3回ワークショップ「ࡏかいにࡦとࡔࡘけのにࡤなᰁࡵハンカチをࡘく

 「㸟࠺ࢁࠉ

᪥    ：2019 ᖺ 11 ᭶ 10 ᪥（᪥） 

ሙ    所：米沢栄養大学 

イベント概要：山形県では伝統ᕤⱁとしてࡔけでなく食材としてもよく用いらࢀる⣚ⰼを

⣚ⰼの中には㉥と㯤のࠋたࡗを行ࡵ用いて、ハンカチの⣚ⰼᰁࠉ 、ておりࢀのⰍ⣲がྵまࡘ2

また、⥥と⤱のࠋᚋ、実践したࡔࢇにྲྀり出すのかクイズで学࠺そのⰍ⣲をどのよࠉ 2✀㢮

のか࠺に㐪࠺てどのよࡗのⰍ⣲のᰁまり᪉がᕸによࢀࡒࢀのᕸを用いてᰁⰍを行い、そࠉ

 ࠋとをㄝ᫂したࡇいているࡘらの⌧象が科学と⤖びࢀࡇ、と同に࠺をぶ子に体㦂してもらࠉ

 

(4) 2019 ᖺ度第 4回ワークショップ「▱ࡗて ẚて 食て見ࡘける 野菜のࣄミツ ࠥタ

 「シࣕルカレーࠥ࣌博ኈとసるスࢠࢿマࠉ

᪥    ：2019 ᖺ 12 ᭶ 21 ᪥（ᅵ） 

ሙ    所：米沢栄養大学 

イベント概要：本ワークショップはハ࢘ス食品ࢢループ本♫ᰴᘧ会♫のṇᮧஓẶをࢤス

࠺Ⰽや形の㐪ࠋたࡗトに㏄え、ワークショップを行ࠉ 4品✀の࢞ࣕࢪイࣔを用ពし、ྛ ⌜ごと

カレーࠋたカレーをసり、ヨ食しながらや食感の㐪いを体感したࡗイࣔがධ࢞ࣕࢪ࠺に㐪ࠉ

の調理のࢲラࢧ、とを体㦂したᚋࡇをษり、ᾦが出るࢠࢿの調理の㝿、参加者はᬑ通タマࠉ

そして、調理体ࠋをษりその㐪いを体㦂した「ール࣎スマイル」ࢠࢿ㝿は、ᾦのでないタマࠉ

 ࠋࡔࢇとを学ࡇらの㐪いには「㑇伝子」が関ಀしているࢀ㦂・ヨ食ᚋのおさらいを通し、そࠉ

 

 

第 4 回ワークショップ「▱ࡗて ẚて 食て見ࡘける 野菜のࣄミツ

ࠥタマࢠࢿ博ኈとసるス࣌シࣕルカレーࠥ」のᵝ子 
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⡿ἑ地域のእ㣗⏘業にࡿࡅ࠾ᗣ࡞㣗事（࣐ࢫート࣑ーࣝ） 

 てのၨ発活動ࡅྥ㣗⎔ቃᩚഛࡧࡼ࠾

 

㔠 ග ⚽ Ꮚ 

 

本学共同研究者：大和田ᾈ子 

外部共同研究者：➲ᮌ洋୍（米沢らーࢇࡵからጞࡵるඖẼなまちづくりの会௦⾲、 

地域連携・研究推進センターᐈ員センター員�  
➉田美႐子（山形県栄養ኈ会置㈷地域栄養ࢣア・ステーション） 

外部研究༠力者：℈田Ⰻ子（ᰴᘧ会♫メフ࢛ス） 
 
࠙┠ⓗࠚ 

「健康な食事・食環境」推進事業は、 ཌ生ປാ┬が♧した「生活⩦័病そのの健康

ቑ進を┠的としてᥦ౪する食事の┠安」をࡩまえ、 㐺ษな報ᥦ౪と共に、 食環境整備

の推進を行࠺事業で࠶るࠋ「健康寿のᘏఙ」の実⌧のたࡵ、 外食や中食でも健康に資

する食事の㑅ᢥがしやすい環境を整え、 同に㐺ษな食事を㑅ᢥするたࡵの報ᥦ౪の

体制整備を行ࡇ࠺とを┠的としているࠋ 
るᰴᘧ会♫メフ࠶る「山形県公立大学ἲே学生食ᇽ」の受ク会♫で࠶の度、本学ෆにࡇ

スᵝの༠力をᚓながら、学生および教⫋員の健康な食環境整備を┠的とし⏦ㄳに向けて࢛

ྲྀり組ࠋࡔࢇ 

࠙᪉ἲࠚ 

 「健康な食事（スマートミール）」ㄆドのたࡵには、 (1) ࢿ࢚ルࢠー㔞は、 1 食࠶たり

450～650 kcal ᮍ‶と 650～850 kcal の 2 ẁ 㝵とする(2) ࠋ 料理の組ࡏࢃྜࡳの┠安は、 
ձ「主食㸩主菜㸩菜」ࣃターン、 ղ「主食㸩食（主菜、菜）」ࣃターンの 2 ターࣃ

ンをᇶ本とする(3) ࠋ PFC バランスが、食事ᦤྲྀᇶ‽ 2015 ᖺ∧に♧さࢀた、 18 ṓ௨ୖ

のࢿ࢚ルࢠー産生栄養⣲バランス（PFC%E; たࡥࢇく㉁ 13～20%E、 ⬡㉁ 20～30%E、 
ⅣỈ化≀ 50～65%E）の⠊ᅖにධるࡇととするࠋ また、 野菜の㊊、 食塩の制㝈➼のヲ

⣽な᮲௳を‶たすᚲ要が࠶るࠋ また、ᚲ㡲の 7 㡯┠と、 そのオプション㡯┠として、 
10 㡯┠௨ୖが‶たさࡤࢀࢀ三ツᫍㄆドとなるࠋ オプション㡯┠のとしては、 ⢭〇度の

పい✐≀を㐌 3 ᪥௨ୖᥦ౪しているか、 減塩の調料を用しているか、 ༟ୖに調料

を置いていないか、 スマートミールに栄養成ศ⾲♧を♧しているか➼ 17 㡯┠が࠶るࠋ 
 ௧和ඖᖺ 5 ᭶から⣙ 3～4 か᭶㛫、⊩立の見┤し➼をすすࡵたࠋ 

࠙⤖ᯝࡧࡼ࠾⪃ᐹࠚ 

௧和ඖᖺ 8 ᭶、 関連学༠会のコンࢯーシア࣒による第 3 回ㄆドは、 ྜィ 116 事業所（外

食 22 ௳、 中食 9 ௳、 ⤥食 88 ௳）でㄆドを受けたࠋ「山形県公立大学ἲே学生食ᇽ」は

⤥食部㛛にヱᙜするࠋスマートミールのᚲ㡲㡯┠ཬびオプション 10 㡯┠௨ୖを‶たした

そして、 ௧ ࠋたࡁとがでࡇて、「健康な食事・食環境」三ツᫍのㄆドを受けるࡗとによࡇ

和ඖᖺ 10 ᭶よりスマートミールのメニューᥦ౪が開ጞさࢀたࠋ  

米沢地域の外食産業における健康な食事（スマートミール）
および食環境整備へ向けての啓発活動

金　光　秀　子
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しかしながら、 スマートミールのㄆ▱度はపく、୍部の学生しかᾐ㏱していないよ࠺ 

で࠶るࠋ「健康な食事」をព㆑してもらえるよ࠺にᚋもດ力するࡘもりで࠶るࠋ 
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࠙ཧ⪃㈨ᩱࠚ 
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店舗や事業所の認証基準は下記のとおりです  

必須項目を満たす場合  

必須項目に加え、オプション項目が ５項目以上つく場合    

必須項目に加え、オプション項目が 10 項目以上つく場合  のつく店舗として認証します  
 カテゴリー名  No 項   目  外食  中食  給食  

必  

須  

項  

目  

スマートミー

ルの基準  

1 スマートミール（基準に合った食事）を提供している  〇  〇  〇  

2 スマートミールの情報を提供している  〇  〇  〇  

スマートミー

ルの  

プロモーショ

ン  

3 スマートミールに「おすすめ」と表示するなど、選択時にプロモーションされていることがわかる  〇  〇  〇  

4 
スマートミールの選択に必要な栄養情報等を、店内、カタログ、注文サイト等メニュー選択時にわかるよ

う提供している  
〇  〇  〇  

「健康な食

事・食環境」

の運営体制  

5 スマートミールを説明できる人が店内にいる（中食の場合、問合せ窓口がある）  〇  〇  〇  

6 管理栄養士・栄養士がスマートミールの作成・確認に関与している  〇  〇  〇  

7 店内禁煙である  〇  - 〇  

オ  

プ  

シ  

ョ  

ン  

項  

目  

スマートミー

ルの展開  

8 スマートミールの主食が週３日以上、精製度の低い穀類を含む  〇  〇  〇  

9 スマートミールの主食の選択肢として、精製度の低い穀類を提供していることがメニュー選択時にわかる  〇  〇  〇  

10 スマートミールの主食量を、選択または調整できることがメニュー選択時にわかる  〇  〇  〇  

11 スマートミールの主菜の主材料として、週３日以上、魚を提供している  〇  〇  〇  

12 スマートミールの主菜の主材料として、週３日以上、大豆・大豆製品を提供している  〇  〇  〇  

13 
スマートミールに、栄養成分表示（エネルギー、たんぱく質、脂質、炭水化物、食塩相当量）を示してい

る  
〇  〇  〇  

14 スマートミールの栄養成分表示に、飽和脂肪酸の量を示している  〇  〇  〇  

15 スマートミールが 1 日２種以上ある  〇  〇  〇  

16 スマートミールを選択するためのインセンティブがある  〇  〇  〇  

26

※  
スマートミールの食塩相当量は、１食「ちゃんと」は 2.5ｇ未満、「しっかり」は 3.0ｇ未満である  〇  〇  〇  

「健康な食

事・食環境」

の推進  

17 メニューに漬物や汁物をつけないことができ、メニュー選択時にわかるように表示している  〇  〇  〇  

18 ソースやマヨネーズなどの調味料を別添えで提供している  〇  〇  - 

19 野菜 70g 以上のメニューを提供している（サラダバーを含む）  〇  〇  〇  

20 牛乳・乳製品を提供している  〇  〇  〇  

21 果物を提供している（シロップづけを除く）  〇  〇  〇  

22 減塩の調味料を提供している  〇  〇  〇  

23 卓上に調味料を置いていない  〇  - 〇  

24 食環境改善のための会議等を定期的に開催している  〇  〇  〇  

25 従業員に対し、事業所（会社）から食費の補助がある  - - 〇  

   ※第４回応募から追加された項目です                     対象基準項目          25  23 25 
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 の㛵連㐠動⬟ຊ⏝╔リントࣉࢫࢶー࣏ࢫ

 

ຍ ⸨ Ᏺ  

実施開ጞᖺ度：௧和ඖᖺ度 

ᢸ ᙜ 教 員：加藤守匡 

共同研究者：山形大学医学部ṑ科口⭍外科学講座：▼ᕝᜨ生 

ྎ医健・スポーツ&ࡇどもᑓ㛛学ᰯスポーツ科学科：Ώ会⛱ 

山形県立山形༡㧗➼学ᰯ：ఀ藤和ဢ   

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに 

コンタクトスポーツ（バスࢣット࣎ール、ࢧッカーなど）では対ᡓ相ᡭとの᥋ゐ機会

もከくそࢀに㉳因するṑ科的外യண㜵をᮇᚅしスポーツスプリントを着用するሙྜが

ているスポーツࢀールや᱁㜚ᢏなど着用が⩏ົ化さ࣎さらに、アメリカンフットࠋる࠶

✀┠も࠶るࠋ 
スポーツプリント着用が運動能力にཬࡰす影響も᳨ウさࢀており、ᗄࡘかの報告で

はスポーツスプリント着用により運動能力ᨵၿをᮇᚅする報告は࠶るがᮍ୍ࡔᐃした

見ゎはᚓらࢀていない  ࠋ（1
本研究は、スポーツスプリントの着用が➽力やᣢ久力、ᛂ㛫、ᰂ㌾ᛶなどどのよ

 ࠋな運動能力に関連῝いかを᫂らかにする࠺

 

㸰㸬⤒㐣(㸯)ᐇෆᐜ 

⏨子㧗ᰯ生を対象に௨ୗを実施したࠋ 
ձアルࢿࢪート༳象材による༳象（ṑᆺ）స〇 

 

 

 

 

 ṑ科医ᖌ、ṑ科ᢏᕤኈにより、参加者ẖの༳象（ṑᆺ）をస〇したࠋ 

 

ղスポーツスプリントのస〇 

 

 

 

 

 ༳象ෆに▼⭯をὀධし▼⭯ᶍᆺをస〇ࠋ▼⭯ᶍᆺୖへスポーツスプリント用の

ディスクをᅽ着さࡏ形ែಟṇを施したᚋに参加者ẖのスポーツスプリント成ࠋ 

スポーツスプリント着用と運動能力との関連

加　藤　守　匡
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ճ参加者へのスポーツスプリント㓄ᕸと着☜ㄆ、体力 ᐃ 

 

 

 

 

 స〇さࢀたスポーツスプリントを参加者に㓄ᕸし、ṑ科医ᖌによる着☜ㄆᚋ

に体力 ᐃࠋ 

 

(㸰)⤖ᯝ 

ᥱ力 ᐃを文部科学┬の新体力テスト実施要㡯にἢい実施

したࠋスポーツスプリントの着用ཬび着用↓しの㡰ᗎはラン

 ࠋ㓄៖した࠺になるよ࣒ࢲ

スポーツスプリント着用᮲௳は 43.3±5.2kg、スポーツスプ

リント着用↓し᮲௳は 41.5±3.2kg で࠶り、スポーツスプリ

ント着用により᭷ពなቑ加がㄆࡵらࢀたࠋ 

  

スポーツスプリントと↓㓟⣲的ཬび▐発的（ࣃワー⣔）運動能力に関する研究では、

Morales らにより㸱㸮⛊㛫の Wingateテストでは、スポーツスプリント着用により血中ங㓟

್のపୗが報告さࢀている Buscàࠋ(2 らはスポーツプリント着用によりᆶ┤㣕び（ࣃワー）

にはᨵၿがㄆࡵらࢀたものの、ベンチプレスにはኚ化がなかࡗたと報告している ᥱ力はࠋ(1

主に前⭎のᒁ所的➽力をホ౯しており、ᚋは大➽⩌または⛣動運動もྵࡵた」ᩘの➽⩌

が関する運動ᵝᘧにࡘいても᳨ウしていくࠋまた、スポーツスプリントを着用する口⭍は

ၚᾮなどの生体データがᚓらࢀる部でも࠶る、運動のバイオロࢪカルデータを㠀く

で継続的にࣔニター出᮶るセンࢧーへのᛂ用もྵࡵᘬࡁ続᳨ࡁウを加えていくࠋ 

 

ᩥ献 

1. Buscà B et al.: Effects of jaw clenching wearing customized mouthguards on 

agility, power and vertical jump in male high-standard basketball players.J 

Exerc Sci Fit.16:5-11.2018 

2. Morales J et al.:Acute effects of jaw clenching using a customized mouthguard 

on anaerobic ability and ventilatory flows. Hum Mov Sci. 44:270-276. 2015 
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（地域連携・地域貢献事業）





࢙ࣇᗣࡓࡀࡲࡸ」 2019」ᐇ⾜ጤဨのཧ⏬ 

 

㔠 ග ⚽ Ꮚ 

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 4᭶～௧和ඖᖺ 12᭶ 

対ᛂ教員：㕥ᮌ㐨子学長（実行委員会委員）、金光秀子（௦理委員）、安部貴洋、北林蒔子 

連携機関：山形県健康⚟♴部、(公)山形県栄養ኈ会 

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに 

 「やまがた健康フェア」は、ᖹ成 26ᖺ度より実行委員会を組織して開催しているࠋ山形県立

米沢栄養大学のᙜึの活動は、༠力ᅋ体としてᖹ成 26ᖺは大学のࣃンフレットを⤂したのࡳ

でࡗ࠶た27ࠋᖺ度は同じく༠力ᅋ体として、食育 SATシステ（1ྎ）࣒を用した「栄養バラン

スデ᩿」とスーࣃーマーࢣットと連携した「やまがた㐺塩ᘚᙜ」を販したࠋ本学が「やまがた

健康フェア」実行委員会に参画したのはᖹ成 28ᖺ度からで࠶るࠋ௨ୗに「やまがた健康フェア

2019」の概要をグ㏙するࠋ 

 

㸰㸬「ࡓࡀࡲࡸᗣ࢙ࣇ 2019」の開ദ┠ⓗ  

健康づくり関ಀ機関・ᅋ体と༠ാで健康・医療・護ண㜵に関するᵝࠎな報を県Ẹに発ಙし、

ⱝい᪉から㧗㱋者まで⮬発的な健康づくりや生活⩦័の見┤しやᐃᮇ健デをಁすとともに、健康

↓関心ᒙに対し、健康づくりを行࠺ዎ機をᥦ౪するࡇとにより、県Ẹ୍ேࡦとりの健康ព㆑向ୖ

を通じて、健康長寿᪥本୍をࡊࡵすࠋ 

 

㸱㸬ദ  

やまがた健康フェア 2019実行委員会、山形新⪺♫ 

 

㸲㸬ᐇ⾜ጤဨᵓᡂᅋయ    

山形県・市⏫ᮧ・୍⯡♫ᅋἲே山形県医ᖌ会・୍⯡♫ᅋἲே山形県ṑ科医ᖌ会・୍⯡♫ᅋἲே

山形県⸆ᖌ会・୍⯡♫ᅋἲே山形県理学療ἲኈ会・公益♫ᅋἲே山形県┳護༠会・公益♫ᅋἲ

ே山形県栄養ኈ会・♫会⚟♴ἲே山形県♫会⚟♴༠㆟会・公益♫ᅋἲேやまがた健康推進機ᵓ・

山形県立米沢栄養大学・山形県立保健医療大学 

 

㸳㸬開ദ᪥   

  2019ᖺ 10 ᭶ 19᪥（ᅵ）10：00～17：00   

10᭶ 20 ᪥（᪥）10：00～16：00 

 

㸴㸬ሙ 

  山形ᅜ㝿ὶプラࢨ(山形ࣅッ࢘ࢢインࢢ) 

㸯㝵 ከ┠的㞟会ᒎ♧ሙ 

㸰㝵 ὶࢧロン

「やまがた健康フェア2019」実行委員会への参画

金　光　秀　子
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㸵㸬᮶ሙ⪅ 12㸪824ே

㸶㸬ᒣᙧ┴❧⡿ἑᰤ㣴Ꮫのฟᒎෆᐜ

ձステーࢪイベントに参加したࠋ「ඖẼになる絵本、いたࡁࡔます㸟」とい࠺タイトルで、本学

の学生が、食に関する絵本のㄞࡳ⪺かࡏをࣃワーポイントを用いて、保育ᅬඣ➼を対象に実

₇したࠋ

ʵ34ʵ



ղ食育 SATシステ（2ྎ）࣒を用し「栄養バランスデ᩿コーࢼー」と㢟して出ᒎしたࠋ᮶ሙ者

は 1 食ศのフードࣔデルを㑅ࢇで、ྎのୖに㍕ࡏるࡔけで栄養⣲㔞が༳ๅさࢀるとい࠺もの

で࠶るࠋその栄養バランスの⤖ᯝをもとに、(公)山形県栄養ኈ会の管理栄養ኈからㄝ᫂を受

け、ࢀࡇからの食生活のᨵၿに⧅ࡆてもらお࠺とい࠺ෆᐜで࠶る1ࠋ᪥┠の᮶ሙ者は 391ே、

2᪥┠は 242 ேでྜィ 633 ேでࡗ࠶たࠋ 

 

 

ճスーࣃーマーࢣットと連携した学生考の「やまがた㐺塩ᘚᙜ」の販もࡗ࠶たࠋ 
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 ᣦᑟࢫンࣛࣂᰤ㣴ࡿࡼの連携にント࣋ンᐇ࢜

 

㔠 ග ⚽ Ꮚ 

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 6᭶～௧和ඖᖺ 10᭶ 

対ᛂ教員：金光秀子、北林蒔子、金谷由希 

連携機関：イオンリテール（ᰴ）、（公）山形県栄養ኈ会 

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに 

 イオンリテール（ᰴ）は、健康長寿᪥本୍の実⌧に向けたྲྀり組ࡳとして山形県とໟᣓ的

連携༠ᐃを⤖ࢇでおり、健康長寿推進ㄢよりᖹ成 28ᖺ 4᭶に本学に౫㢗がࡗ࠶たࠋ本学へ

の活動౫㢗は、食育 SATシステ࣒を用した栄養バランス指導で࠶るࠋᖺどおり(公)山形県栄

養ኈ会と共同での実施となࡗたࠋ 

 

㸰㸬ᮇ   

  （第 1回） 2019ᖺ 6᭶ 22 ᪥（ᅵ）、23᪥（᪥） 11：00～16：00   

（第 2回） 2019ᖺ 10᭶ 26᪥（ᅵ）、27᪥（᪥） 11：00～16：00 

 

㸱㸬ሙ 

   イオンࣔール山形༡ᗑ 

 

㸲㸬᮶ᗑཧຍ⪅   

第 1回、第 2回とも 2᪥㛫で⣙ 600～700ྡ 

   

㸳㸬ᮏ事業ࢆᐇࡵࡓࡿࡍのయไ 

  （第 1回） 本学教員 2ྡ、本学学生アルバイトᘏ 12ྡ、山形県栄養ኈ会 6ྡ 

        （食育 SATシステ2ྎ ࣒用）   

（第 2回） 本学教員 2ྡ、本学学生アルバイトᘏ 12ྡ、山形県栄養ኈ会 6ྡ 

（食育 SATシステ2ྎ ࣒用） 

 

㸴㸬地域貢献ࡋての活動 

  食育 SAT システ࣒は、対象者が実㝿にフードࣔデルをᡭにしてᴦしࡳながら体㦂するࡇとに

より⮬ศの食生活を見┤すࡗࡁかけసりがでࡁる᭱Ⰻの፹体で࠶り、ẖ回のイベントは大ኚ┒

ἣで࠶るࠋ山形県立米沢栄養大学は、「県Ẹの健康で㇏かなくらしの実⌧にᐤする」ࡇとを┠

ᶆにᥖࡆているたࡇ、ࡵのよ࠺な活動は、地㐨では࠶るがとても㔜要な活動で࠶るࠋ 

 

 

 

イオン実施イベントとの連携による栄養バランス指導

金　光　秀　子
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 ᐇ報告「ᏛࡶᏊ࡛࠸࠸」

 

す⏣ ஂ⨾Ꮚ 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ㸶᭶５᪥（᭶）～௧和ඖᖺ㸶᭶㸵᪥(Ỉ) 

ᢸᙜ教員：㕥ᮌ㐨子、大和田ᾈ子、西田久美子  

連携機関：㣤㇏⏫教育委員会  

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに   

օ「いいで子ども大学」事業のෆᐜ   

  ௧和ඖᖺ㸶᭶５᪥（᭶）から㸵᪥（Ỉ）の㸱᪥㛫、本学と県立米沢ዪ子▷ᮇ大学、および㣤㇏

⏫共催にて「いいで子ども大学」を実施したࠋ「いいで子ども大学」は、ᖺ度で㸯５回┠とな

る地域連携・小大連携事業で࠶るࠋ教⫋ㄢ⛬をᣢࡘ米沢ዪ子▷ᮇ大学が、㸰㸮㸮４ᖺ度にኟఇ

㸰㸮㸯４ᖺ度に米沢栄養ࠋたࡗでጞまࢇ⤖ランティアを希ᮃする㣤㇏⏫と༠ᐃを࣎中の教育ࡳ

大が開学してからは同୍ἲே㸰大学で連携し、子どもたちと学生の࠶ࢀࡩい体㦂などを画し

ているࠋ 

 

ֆ 実施の主旨   

山形県立米沢栄養大学、山形県立米沢ዪ子▷ᮇ大学や地域の指導༠力者➼と連携した学びの

機会（いいで子ども大学）を設するࡇとで、学ぶᴦしさをࡏࢃࢃ、学び続ける子ども（ま

なびびと）を育てるࠋ 

 

㸰㸬ᐇෆᐜ 

本学学生㸵ྡが教育࣎ランティアとして参加し、㸶᭶５᪥の講ヰ・活動では、栄大学生がᥦ

した食育かるたで、小学生が᪥本ᅜのྡ産をかるたྲྀりをしながら学ࠋࡔࢇその、▷大

生からのᥦで、ⱥㄒのḷをḷࡗたり、拓本体㦂を行ࡗたࠋ 

同᪥のࣕ࢟ンࣃスෆෆの研究ᐊゼၥでは、安部貴洋教ᤵの研究ᐊでከくの絵本にゐࢀるࡇ

とがでࡁたࠋ 

   

                           ┿㸯 グᛕ影 

「いいで子ども大学」実施報告

西　田　久美子
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○ ８月５日 スケジュール  

 

 

 㛫 ෆᐜ ሙᡤ  ഛ⪃  

    会ሙ‽備➼ 㸿４㸮㸱実⩦ᐊ    

 9:30 前 バス฿着・出㏄え ▷大⋞関 学生ボランティアネーム配布  

 9:50～

10:10 
開ᰯᘧ 㸿４㸮㸱実⩦ᐊ     

 10:10～

10:20 
ఇ᠁     

 
10:20～

12:00 

(10:20～10:50) 

(10:55～11:25) 

(11:30～12:00) 

講ヰ・活動 

体で三講ヰを体㦂 

୍講ヰ 30 ศ 

ྛ講ヰの㛫に 5 ศఇ᠁ 

㸿４㸮㸱実⩦ᐊ 

 

①ご当地名産カルタ 

②歌を通して英語を学ぼう！！ 

③拓本体験 

 

  

  

  

 12:00～

12:10 
⛣動       

 12:10～

12:50 
食 学生食ᇽ 昼食終了時に班別に集合  

 12:50～

13:00 
ఇ᠁       

 

13:00～14:00 

 ス見学ࣃンࣕ࢟

（▷大） 

                                                                                    

ձグᛕ資料ᐊ       

ղトレーニンࢢᐊ         

ճᅗ᭩㤋 

全体４班に分かれて見学 

説明：学生・金谷主事 

 

 ス見学ࣃンࣕ࢟ 

（栄養大） 

ձ㸰㝵学生コミュニ 

ティラ࢘ンࢪ            

ղ安部ඛ生研究ᐊ 

  

 14:20  バス出発・見㏦り ▷大⋞関    

  ᚋ∦付け ྛ会ሙ    

          

           

講ヰෆᐜЎ 
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┿㸰「ごᙜ地ྡ産カルタ」 

 

   
┿㸱「ḷを通してⱥㄒを学࠺ࡰ㸟㸟」 

 

   
┿４「拓本体㦂」 

 

  
┿５ 食                   
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 ┿㸴 安部研究ᐊ見学 

 

   

 

  

 ス見学ࣃンࣕ࢟

 

㸱㸬ឤ 

 参加した学生は、ごᙜ地のྡ産カルタを用するࡇとで、㐟びながら食育にࡘなࡆるࡇとがで

のෆᐜにやりࠎまた、ᛁしい㛫の中でస成したྛࠋたࡗ࠶で࠺たと、大ኚ‶㊊なẼᣢちのよࡁ

㐙ࡆたとい࠺㐩成感も感じらࢀるよ࠺でࡗ࠶たࠋ 

参加した小学生も、すての活動にពḧ的に、ᴦしࢇでいたࠋኟఇࡳのᴦしいᛮい出の୍ࡘに

なࡗたよ࠺で࠶るࠋ 

┿㸵
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駅長オススメの小さな旅 

 

齋藤 寛子   

 

実施ᮇ㛫：ᖹ成 31ᖺ 2᭶～௧和ඖᖺ 5᭶ 26᪥  

ᢸᙜ教員：齋藤寛子  

連携機関：JRᮾ᪥本（米沢駅）、୍⯡♫ᅋἲே米沢ほ光コンベンション༠会  

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに   

օ 駅長オススメの小さな旅の事業┠的ཬび学生参加のព⩏ 

 「駅長オススメの小さな旅」とは地域に╀るほ光資※を発᥀し、ᗈく伝えたい、また

旅に出かける႐びをከくのேに感じてもらいたいとい࠺地ඖの駅長がその地域ならでは

の㨩力࠶る旅行コースを⤂する事業ࠋ大学および学生の参加は、地ඖのほ光事業のྲྀ

り組ࡳに関ࢃり、地域活ᛶ化にᐤするࡇとを┠的としているࠋ 

 

ֆ 駅長オススメの小さな旅 事業ෆᐜ   

  ᖺ度までは米沢ほ光コンベンション༠会が主体となりࠗ 駅からハイ࢟ンࢢ と࠘い࠺ JR

ᮾ᪥本の商品として実施さࢀ、米沢栄養大学としては 3ᖺ連続で画に参加していたࠋ௧

和ඖᖺ度はࠗ 駅長オススメの小さな旅 と࠘い࠺商品にኚ᭦さࢀたࠋ事業参加᪉ἲは⏦し㎸

回࠙ࠋり、食や㏵中にかかる㈝用はಶே㈇ᢸとなる࠶るが参加料↓料で࠶制でࡳ 米沢

栄養大学生とṌく米沢まちࡄࡵり コースは、本学の学生が参加者と୍⥴に、米沢࠺といࠚ

市ෆを地域のṔ史や食文化にࢀࡩながら 1᪥（所要㛫 ⣙ 5㛫 50ศ）Ṍくとい࠺ෆ

ᐜで、学生も᭷ᚿが࣎ランティアで参加するもので࠶るࠋ 

 

㸰㸬概要 

JR ᮾ᪥本の商品として、2019 4-6 ᭶ྕのࣃンフレットに࠙米沢栄養大学生とṌく米

沢まちࡄࡵりࠚとᥖ㍕さࢀ、参加ເ㞟がかけらࢀたࠋ米沢栄養大学 学生の࣎ランティ

アは、前ᖺ度の࠺ちに何ྡかにኌがけはしていたが、新ᖺ度を㏄え、新たにເ㞟を行い、

2ᖺ生 5ྡ（▼ᕝᖹさࢇ、金ෆⴌኟさࢇ、బ久㛫ちさࢇ、➲ᕝኟ希さࢇ、ᣢさࡁさ

1ᖺ生、（ࢇ 4ྡ（ᅵ田⳹さࢇ、ර藤ᆂᝅさࢇ、ᐑ本佳奈さࢇ、ᮃ᭶ᮒ㡢さࢇ）ィ 9ྡ

および齋藤（寛）が参加するࡇととなࡗたࠋ学生には実施前にコースのୗ見をවࡡて、

米沢駅⫋員のబ久㛫Ặにෆゎㄝをしていたࡁࡔ、ᙜ᪥に備えたࠋコースは米沢駅をス

タートし、ࡂࡇ࠺ࡳをして、ᮾᑎ⏫、㛛ᮾ⏫᪉㠃にṌࡁ、食ࠋ༗ᚋは文ṦᇽまでṌ

 ࠋෆᐜ࠺ながら、᭱ᚋは米沢駅までᡠるといࡵ㏵中、Ṍ行者ኳᅜをなが、ࡁ

 

 

 

 

駅長オススメの小さな旅

齋　藤　寛　子
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㸱㸬開ദ報告 

௧和ඖᖺ 5 ᭶ 26 ᪥、ኳẼにᜨまࢀてணᐃ通り実施さࢀたࠋເ㞟ேᩘは 30 ྡまでで࠶

たので、学生とࡗ者がᑡなかࡳたが、参加⏦し㎸ࡗ 1 対 1 でࣃートࢼーを組ࡗࡺ、ࡳく

りと会ヰをᴦしࡳながら⏫Ṍࡁを行ࡗたࠋまた、前ᖺ度までと同ᵝに米沢コンベンショ

ン༠会の㟷ᮌᵝも同行さࢀたࠋ 

9：40 に米沢駅をスタートࠋ駅㏆くのబ久㛫ẶのおᏯではᇉ᰿からࡂࡇ࠺ࡳを体㦂

さࡏていたࡂࡇ࠺、ࡁࡔご㣤、ࡦやỒのヨ食をさࡏていたࡔいたࠋ参加学生のෆヂは米

沢出㌟者が 1 ྡのࡳで、 8 ྡは県やの地域の出㌟者でࡗ࠶たたࡵ、୍⯡参加者と

同じ┠⥺で米沢の㒓ᅵ料理をࢃいᴦしࠋࡔࢇそのᚋ、地ඖ出㌟のబ久㛫Ặならではの

ルートをṌࡁ、「鯉のᐑᆏ」さࢇでは、米沢鯉のヰをお⪺ࡁしヨ食さࡏていたࡔいたࠋᮾ

ᑎ⏫の⾤୪ࡳをᩓ⟇ᚋ、西᮲ኳ‶ᐑ付㏆でྛ⮬食ఇ᠁ࠋ༗ᚋは西大通に࠶る文Ṧᇽま

でṌࡁ、ୖᮡᐙとᛅ⮧ⶶのヰとの関ಀなどもㄝ᫂していたࡔいたࠋᖐり㐨ではᙜ᪥開催

していたࠗ米沢࠶ら⏫ ドラマチックえびす市࠘のṌ行者ኳᅜに立ちᐤり、୍⯡的なほ

光とはࡦと㐪ࡗた地ඖの㞺ᅖẼをᴦしࡔࢇᚋ、

 ࠋたࡗールの米沢駅までᡠࢦ

6 㛫ᙅの㐨のりはⰍࠎなヰをしながら進ࡔࢇ

たࡵか、ࡗ࠶とい࠺㛫でࡗ࠶たࠋ参加した学生から

は୍⯡参加者とともに米沢のࡇとをより῝く▱る

とや、ୡ௦の␗なる参加者ࡇ࠺とが出᮶たといࡇ

のかたとヰをしたࡇと、࢚スコートする体㦂をし

たࡇとがⰋい⤒㦂となࡗたとい࠺ኌが⪺かࢀたࠋ 

 

イベント主催の米沢ほ光コンベンション༠会より感をいたࡁࡔ、「回も参加者のⓙ

ᵝより、学生とᵝࠎなヰをしながら米沢の⏫をᩓ⟇するࡇとがでࡁ、大ኚᴦしいツアー

り体㦂をして、そのሙでྲྀࡳのࡂࡇ࠺のご⮬Ꮿではࢇబ久㛫さࠋしたࡁ⪺たとおࡗࡔ

米沢ならではの貴㔜、࠺る山菜の↻≀➼を食するとい࠶り和え、Ꮨ⠇のでࡁのࢠコ࢘

な体㦂に大ኚ‶㊊さࢀていたࠋ学生のⓙさࢇには、ᖺに続いて参加していたࡔいた᪉

もおり、ス࣒ーズに実施していたࡔいたࠋ出㌟が米沢௨外の᪉がとࢇどࡗࡔたが、୍

⥴に学びながら、おᐈᵝと✚ᴟ的にコミュニࢣーションとり、➗㢦で᭱ึから᭱ᚋまで、

とても୍生ᠱご༠力いたࡔいたࡇとに感ㅰしているࠋ米沢のほ光、食文化の PR とし

ては、米沢栄養大学のⓙさࢇが、地域の食文化を学び、࢘コࢠや米沢鯉のຠ能や栄養の

ヰをえて、ア࢘トプットしてくࢀるࡇとにとても㔜要ᛶを感じているࠋ学生のⓙさࢇ

が⌧௦の食生活にも㐺したࡂࡇ࠺や米沢鯉を⤂するとい࠺のが、米沢が PR したいス

トーリとしても、とてもⰋい⣲材で࠶るので、ᚋとも伝統野菜、伝統食と組ࡏࢃྜࡳ

たほ光⣲材のᥦ、体㦂ほ光のᥦを、୍⥴に画して推進していࡁたい」といࡇ࠺と

でࡗ࠶たࠋ 

ᅗ 1 ᙜ᪥のᵝ子 
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➨ 5ᅇࣇࣝ⡿⢊レシࢥࣆンࢫࢸト

㰻⸨ ᐶᏊ

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 7᭶～௧和ඖᖺ 11᭶ 30᪥

主 催：AFTEC（山形大学ඛ➃フードテクࣀロࢪー研究開発ᣐⅬ）、

山形大学（ᕤ学部・ᅜ㝿事業化研究センター・᭷機材料システ࣒事業出センタ

ー）、山形県立米沢栄養大学、ᰴᘧ会♫アルファテック、

ᰴᘧ会♫はࡘらࡘ、米沢ಙ用金ᗜ、FORYU（山形大学「食」の学㝿的研究ᣐⅬ）

ᢸᙜ教員：（米沢栄養大学 ᢸᙜ者）江口智美、齋藤寛子

༠ ㈶：ᰴᘧ会♫セイシン業、ᰴᘧ会♫セࢰンファクトリー、

ᰴᘧ会♫ベーカリー中ᮧᒇ、ࢇࡰちᰴᘧ会♫

ᚋ ：山形県、山形県教育委員会、米沢市、୍⯡♫ᅋἲே米沢ᕤ業会

≉ู参画：プリンス・オࢯ・ࣈンクラ大学 スラタニࣕ࢟ンࣃス

㸯㸬ࡵࡌࡣに

օ 第 5回アルファ化米粉レシピコンテスト事業の┠的

アルファ化米粉とは㠀加⇕でྍ食なもので࠶り、山形大学ᕤ学部西ᒸ研究ᐊでは、アルファ

化米粉の〇㐀とᛂ用の研究をしているࠋそのᢏ⾡を活用した用㏵ᒎ開を通じ、山形県産米の新

たな活用を᳨ウし、♫会（地域）㈉⊩にࡘなࡆるࡇと、大学研究シーズのᢏ⾡㌿⛣による実

用化、地᪉生に向けた産学官金連携のᙉ化を┠的とし、本コンテストを実施しているࠋ

ֆ 第 5回アルファ化米粉レシピコンテスト事業のෆᐜ

アルファ化米粉の≉ᛶを▱ࡗてもら࠺たࡵのㄝ᫂会と料理教ᐊを開催し、アルファ化米粉を

用いた料理レシピコンテストを開催したࠋᛂເレシピのなかから᭩㢮ᑂ査を行い、通㐣したレ

シピにࡘいて米沢栄養大学にて調理ヨ食ᑂ査を行ࡗたࠋᖹ成 27 ᖺよりẖᖺ開催しており、

回は 5回┠となるࠋ

㸰㸬概要

㸺第 5回アルファ化米粉レシピコンテストの開催㸼

ձ 開催᪥ ௧和ඖᖺ 11᭶ 30᪥

（事業ㄝ᫂会 7/26、料理教ᐊ 9/7、レシピເ㞟ᮇ㛫 ௧和ඖᖺ 7/26～11/�）

ղ コンテスト参加対象者 学生・୍⯡（ಶேཬびࢢループでの参加もྍ能）

ճ 用食材はアルファ化米粉を用いるࠋ小㯏粉はࢃないࠋ

մ ㈹金 ᭱ඃ秀㈹ 7、ඃ秀㈹ 5、ඃⰋ㈹ 3

その

第5回アルファ化米粉レシピコンテスト

齋　藤　寛　子
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ᕥࡾࡼ ᭱ඃ⚽㈹ ඃ⚽㈹ ඃⰋ㈹

㸱㸬開ദ報告

アルファ化米粉にࡘいてのㄝ᫂会ཬびコンテストの告▱を 7 ᭶ 26 ᪥米沢栄養大学にて行ࡗ

た9ࠋ ᭶ 7 ᪥には、実㝿にアルファ化米粉を用した料理教ᐊを開催し、第 4 回大会で本㑅に

ṧࡗた「アルファ化米粉のアップルࢣー࢟」と「チーズࢣー࢟㢼 ⃰ཌティラミス」とい࠺レ

シピを参加者に⤂したࠋ

᭩㢮ᑂ査は、㐀ᛶ「⊂ᛶ、アイディアᛶ、レシピのᕤኵなど」、実用ᛶ「調理のしやす

さ、コストなど」、見栄え「┒りࡘけのᕤኵなど」、アルファ化米粉の用ᛶ「アルファ化米

粉の≉ᛶを࠺まく用しているか」➼のほⅬからホ౯した12ࠋ᭶ 1᪥に開催さࢀた本㑅では᭩

㢮ᑂ査を通㐣したレシピ 13௳にࡘいてཝṇな調理ヨ食ᑂ査を行ࡗたࠋ

本学からは、1ᖺ安齋ᮍ⩚さࢇがಶேで本㑅に出ሙしたࠋ

⤖ᯝ

᭱ඃ秀㈹ し大㇋とドラࢦンフルーツのもࡗちり大⚟トリュフ

ඃ秀㈹ Tomyum-my

ඃⰋ㈹ 米粉のࢲッチベイࣅーで食るココࢼッツカレー

セࢰンファクトリー㈹ アルファ化米粉でࡗ࠶たかすいとࢇ㢼

はࡘらࡘセイシン業㈹ カ࣎チࣕのニョッ࢟ アーࣔンドミルクࢯース

ͤ ベーカリー中ᮧᒇ㈹ 米粉カスタードのもちもちオ࣒レット

ち㈹・学生実行委員≉ู㈹ࢇࡰ もࡗちりクレーࣈ࣒リュレ

米沢ಙ用金ᗜ㈹ 大⚟アイスࡁࡎ࠶

AFTEC㈹ ェ㸟ࢪラマンࣈたおᡭ㍍ࡗルーベリー㯮㓑をࣈ

ᅜ㝿事業化研究センター㈹ ラタンࢢࢢチーズハンバーࡁな大ዲࢇࡳルテンフリー㸟ࢢ

山形大学ᕤ学部㈹ ࢨちりピࡗクもࢧクࢧ

米沢栄養大学長㈹ 米粉チ࢟ンカレー&米粉ࢼン

ᑂ査員≉ู㈹ アルファ化PIZZA
（ͤ༳は本学学生のレシピ ྑ┿：学生స）

回本学学生で本㑅に進ࡔࢇのは 1 ྡのࡳでࡗ࠶たが、大ໃが 7 ᭶開催のㄝ᫂会に参加し、ア

ルファ化米粉のᛶ㉁に⯆をᣢࡘጼが見らࢀたࠋ

http://cisweb.yz.yamagata-u.ac.jp/~alpha/result%20contest5.html より┿㌿㍕
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地域㣗ᮦ�Ꮫにࡿࡼ㈍㊰開ᣅにྥࡓࡅ᪂ၟရ開発ࢥンࢫࢸト 

㹼⏘Ꮫᐁ㔠連携レシࢥࣆンࢫࢸト㹼 

➨ 4 ᅇࣇࣛࢻーズレシࢥࣆンࢫࢸト 2019  

 

㰻 ⸨ ᐶ Ꮚ  

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 7᭶～௧和ඖᖺ 12᭶ 14᪥ 

主  催：山形大学 

（ᕤ学部・ᅜ㝿事業化センター・᭷機材料システ࣒事業出センター） 

米沢栄養大学・米沢ಙ用金ᗜ・ᰴᘧ会♫タカハタ㟁子・ᰴᘧ会♫㺫㺼㺚㺼㺏 

ᢸᙜ教員：（米沢栄養大学 ᢸᙜ者）江口智美、齋藤寛子  

共  催：米沢市 

༠  ㈶：山形おࡁたま㎰業༠同組ྜ 

ᚋ  ：山形県・山形県教育委員会・やまがた食産業クラスター༠㆟会 

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに   

օ 第 4回ドライフーズレシピコンテスト 2019 事業の┠的   

 ᖺ度同ᵝ、地᪉の≉Ⰽを活用し、地域ࣈランドの☜立やプロࣔーションᙉ化により、

地域産業の活ᛶ化を┠的したྛࠋ 機関と連携し、ୟࡘ置㈷地域に࠶る山形大学と米沢栄

養大学の学生もᕳࡁ㎸ࡳ、地域連携を実践するࡇとで、地᪉生の୍ຓになるࡇとも┠

的のࡦとࡘとしたࠋ 

 

ֆ 第 4回ドライフーズレシピコンテスト 2019 事業のෆᐜ 

地域商材を⛎伝㇋とし、山形大学発ベンチࣕー業（ᰴᘧ会♫㺫㺼㺚㺼㺏）がᣢࡘᢏ⾡で

⇱さࡏた⛎伝㇋を用いたレシピをເ㞟したࠋ本学学生対象にㄝ᫂会を行い、インター

た⤖ᯝ、42ࡗットでもເ㞟を行ࢿ ௳のᛂເが࠶り、ཝṇな᭩㢮ᑂ査、ཬびコンテスト

開催᪥における 2ḟᑂ査（ヨ食ᑂ査）が行ࢀࢃたࠋ 

 

㸰㸬概要 

㸺地域商材を活用した新商品開発コンテストの開催㸼 

ձ 開催᪥        12᭶ 14᪥  

（事業ㄝ᫂会は 7/26、レシピເ㞟ᮇ㛫は㹆29ᖺ 7/10～10/20） 

ղ コンテスト参加対象者 学生・୍⯡（ಶேཬびࢢループでの参加もྍ能） 

ճ 地域商材       ⛎伝㇋（米沢） 

山形大学発ベンチࣕー業（ᰴ）㺫㺼㺚㺼㺏のᢏ⾡を活用しస成した⛎伝㇋とする 

մ ㈹金         ඃ 10、‽ඃ 5、第 3 3  

参加㈹࠶り 

 

地域食材×大学による販路開拓に向けた新商品開発コンテスト
～産学官金連携レシピコンテスト～

第4回ドライフーズレシピコンテスト2019

齋　藤　寛　子

ʵ46ʵ



 

㸱㸬開ദ報告 

7 ᭶ 26 ᪥学ᖺを対象に本学でコンテストのㄝ᫂会を開催し、⇱さࡏた⛎伝㇋の

見本を員に㓄ᕸしたࠋレシピເ㞟ᮇ㛫が⤊ᚋ、食材の活用（食材の㨩力をᘬࡁ出し

ているか）・アイデアの新ᛶ（新ወᛶ、ពᕤኵ）とい࠺ の㡯┠で᭩㢮ᑂ査を行ࡘ2

い、8✀のレシピが㑅ࢀࡤ、ヨ食ᑂ査となࡗたࠋ 

 

12 ᭶ 14 ᪥（ᅵ）に本学調理実⩦ᐊにい

て、調理・ヨ食ᑂ査が行ࢀࢃたࠋᑂ査は ࡘ4

のᑂ査㡯┠で行ࢀࢃ、食材の活用（食材の㨩

力をᘬࡁ出しているか） 30 Ⅼ・アイデア

の新ᛶ（新ወᛶ、ពᕤኵ） 20Ⅼ・見た

┠の美しさ（┒り付け）20 Ⅼ・美しさ（料

理の）30 Ⅼのィ 100 Ⅼ‶Ⅼとするᇶ‽で

᥇Ⅼさࢀたࠋᑂ査は、主催・共催・༠㈶ཬび関ಀ者でཝ密に行ࢀࢃたࠋ

本学学生で᭱⤊ᑂ査に進ࡔࢇのは、3ᖺの➉ୗ智美さࢇのࡳでࡗ࠶たが、 

本学ᖹ成 30 ᖺ度༞業生 Ⳣཎさࢇも᭱⤊ᑂ査にṧり、調理ヨ食ᑂ査にᣮᡓさࢀたࠋ 

ᑂ査⤖ᯝは௨ୗの通りで࠶るࠋ 

ඃ  ࡳどりのࡳのり 

‽ඃ ま～ࡵいど ～mame-made～ 

第 3 ⛎伝㇋の⏑㓇チーズࢣー࢟ 

 

 

 

 

 

 

 

本学学生のస品はṧᛕながら㈹は㏨したが⇕心にྲྀり組ࡴጼໃが見らࢀたࠋ地域食材

を用いた料理〇సにࡘいて、学生のពḧがさらに㧗まࡗた事業となࡗたࠋ 

 

ᮏ㑅のᵝᏊ  

ୖẁᕥࠊࡽඃࠊ‽ඃࠊ➨ 3 
ୗẁ ᮏᏛᏛ⏕సရ 
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⡿ἑᕷᗣのࡾࡃ࡙ࡕࡲ推進事業「୰Ꮫ⏕ࢆᑐ㇟ࡓࡋῶሷᩍ⫱」 

 

㔠㇂ ⏤ᕼ 

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ㸵᭶～௧和㸰ᖺ㸱᭶  

ᢸᙜ教員：金谷由希  

連携機関：米沢市健康⚟♴部健康ㄢ  

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに 

ᖹ成 27 ᖺ度に実施さࢀた山形県コ࣍ート研究によると、米沢市の推ᐃ 1 ᪥食塩

ᦤྲྀ㔞が 12.1g と報告さࢀ、健康やまがた安心プランの┠ᶆ್で࠶る 8.0g よりも

ከいࡇとが᫂らかとなࡗたࠋᖺ㱋とともにᦤྲྀ㔞がቑ加しているࡇとや、ᦤྲྀ㔞の

ቑ加にకࡗて㧗血ᅽや⢾ᒀ病の⨯ᝈ⋡も㧗まるとい࠺≉ᚩも᫂らかにさࢀたࠋ 

とがࡇる࠶の報ᥦ౪や環境整備がᚲ要でࡵとから減塩をಁすたࡇな࠺のよࡇ

᫂らかとなࡗたࠋまた、ⱝᖺᮇから食塩のᑡない食事を続けるࡇとの㔜要ᛶは研究

によࡗてㄆࡵらࢀている(Intersalt study group. BMJ 1988; 297: 319-28)ࠋ健

な体を育ࡳ、㐺ษな食⩦័を㌟にࡘけていく大ษなᮇで࠶る中学生が⮬ศで食⩦

័を㑅ᢥする力をࡘけるࡇとを┠的とし、中学生とその保護者を対象に減塩教育を

実施するࠋ 

本事業は 2ᖺ┠で࠶り、ᖺ度は㐣なࢿ࢚ルࢠーᦤྲྀが食塩の㐣ᦤྲྀにࡘな

がࡗているྍ能ᛶが♧၀さࢀ、また食≀㑅ᢥに関する▱㆑を学ࢇでもᚲࡎしも生活

の中で実施でࡁているとはゝえないࡇとがࢃかࡗた(第 45 回山形県公⾗⾨生学会

にて報告῭ࠋ(ࡳᖺ度は米沢市ෆのูの中学ᰯを対象に実施し᳨ウを῝ࡵるࠋ 

本事業は米沢市より業ົ委クを受けて行ࡗたもので࠶るࠋ 

 

㸰㸬⤒㐣 

(１)実施内容 

米沢市ෆの中学ᰯの 2 ᖺ生とその保護者を対象に௨ୗを実施したࠋ 
  

ձ ᥇ᒀ 
スポットᒀをศᯒし、推ᐃ 1 ᪥塩ศᦤྲྀ㔞を ᐃしたࠋ 

ղ 中㧗生用⡆᫆ᆺ⮬グᘧ食事Ṕἲ㉁ၥ⚊(BDHQ15y) 
㉁ၥ⚊により栄養⣲や食品のᦤྲྀ㔞を推ᐃしたࠋ 

ճ ಶே⤖ᯝ㏉༷と健康講ヰ 
㸯) 生徒と保護者を対象に健康講ヰとಶே⤖ᯝ⚊の㏉༷ࠋ 
㸰) 生徒を対象にಶே⤖ᯝ⚊の㏉༷と体の食塩ᦤྲྀ㔞の⤖ᯝ概要(文᭩)の㓄ᕸࠋ 

米沢市健康のまちづくり推進事業「中学生を対象とした減塩教育」

金　谷　由　希
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մ アンࢣート調査 
事業のຠᯝを᳨ドするたࡵに、対象となࡗた生徒ཬびその保護者にアンࢣート

を実施したࠋ 
(Წ)ኽௐ 
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本事業は、「米沢市ෆ中学ᰯの食塩ᦤྲྀ㔞のẚ㍑と栄養教育の᳨ウ」と㢟して第 46回山形

県公⾗⾨生学会にてㄅ㠃発⾲を行ࡗたࠋ 
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8 18 ( ) 

3

9 14 ( ) 
SAT

愛宕コミュニティーセンター　健康長寿のまちづくり推進事業
「地域まるごと長寿の愛宕」

金　谷　由　希
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⡿ἑのఏ⤫㔝⳯ 㞷⳯ᩱ⌮ࢥンࢫࢸト 

 

Ụ ཱྀ ᬛ ⨾  

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 12 ᭶～௧和 2 ᖺ 2 ᭶ 1 ᪥ 

主  催：米沢市 

共  催：米沢市ୖ長雪菜生産組ྜ、山形おࡁたま㎰業༠同組ྜ、米沢栄養大学 

ᢸᙜ教員：（米沢栄養大学 ᢸᙜ者）江口智美、齋藤寛子 

 

㸯㸬ࡵࡌࡣに 

(1) 雪菜料理コンテスト事業の┠的 

米沢の伝統野菜で࠶る雪菜をࡗた料理レシピをເ㞟し、雪菜の⣲材を活かした新

たな食᪉を発᥀し、雪菜の㨩力をᗈく発ಙするࡇとを┠的としたࠋ 

 

(2) 雪菜料理コンテスト事業のෆᐜ 

㧗ᰯ・大学生を対象に開催したᖹ成 30 ᖺ度に続ࡁ 2 回┠の開催となࡗたࠋ回は対

象を୍⯡にᣑ大し、雪菜をࡗた⊂的な料理のレシピをເ㞟したࠋᛂເレシピの中か

ら᭩㢮ᑂ査を行い、通㐣したレシピにࡘいて米沢市すࡇやかセンターにて調理ヨ食ᑂ査

を行ࡗたࠋ 

 

 

㸰㸬概要 

ձ ເ㞟ෆᐜ     生の雪菜またはࡩすₕけをࡗて調理するレシピをເ㞟ࠋ    

⊂的な料理（菜）とし、和洋中はၥࢃないࠋ 

ղ ᛂເ資᱁     ಶே・ࢢループはၥࢃないࠋ 

ループのሙྜはࢢ 4 ྡ௨ෆとするࠋ 

ճ コンテスト開催᪥ ௧和 2 ᖺ 2 ᭶ 1 ᪥ 

（レシピເ㞟ᮇ㛫 ௧和ඖᖺ 12 ᭶ 19 ᪥～௧和 2 ᖺ 1 ᭶ 17 ᪥） 

մ ເ㞟᮲௳     ศ㔞は 4 ேศࠋ調理㛫は┠安として 60 ศ௨ෆࠋ 

స品はᮍ発⾲のオリࢼࢪルレシピで࠶るࡇとࠋ 

ᛂເⅬᩘの制㝈はなしࠋ 

ᛂເస品に関するᶒ㝈は主催者にᖐᒓするࡇとࠋ 

յ ᛂເ᪉ἲ     つᐃのᛂເ用⣬にᚲ要事㡯をグධし、┿をῧ付の࠺え、 

㒑㏦またはメールで事ົᒁへᥦ出ࠋ 

（ᛂເ用⣬は市・「米沢のおいしい᪪感」HP から࢘ࢲンロード） 

ն ㈹品➼      ྛ㈹に㈹≧ཬび㈹金  

ランプリ 3ࢢ 、‽ࢢランプリ 1 、 

ୖ長雪菜生産組ྜ長㈹ ㈹ 

米沢の伝統野菜 雪菜料理コンテスト

江　口　智　美
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㸱. 開ദ報告 

᭩㢮ᑂ査を⤒て、ḟᑂ査会（ヨ食ᑂ査）および⾲ᙲᘧを 2 ᭶ 1 ᪥に開催したࠋ小学

生から 50 ௦までの 5 ྡから 8 స品のᛂເがࡗ࠶たࠋ本学学生は᪥⛬がヨ㦂・⿵講のᮇ

と㔜なࡗたたࡵ、✚ᴟ的な参加はཝしく、ᛂເ者はいなかࡗたࠋ᭩㢮ᑂ査を通㐣した 5

ྡ・6 స品にࡘいて、10 ྡのᑂ査員が実㝿にヨ食し、ձ見た┠、ղసりやすさ、ճおいし

さ、մアイディアの⊂ᛶ、յ⣲材の≉ᚩが活かさࢀているか、の 5 㡯┠で᥇Ⅼを行ࡗ

たࠋ 

ᑂ査⤖ᯝは௨ୗのとおりでࡗ࠶たࠋ 

 ュレピクルス（┿ᕥ）ࢪランプリ      ～和と洋のハーࣔニー～雪菜のࢢ

 リーンカレー㢼（┿中ኸ）ࢢランプリ     タイに雪菜さい!～雪菜のࢢ‽

ୖ長生産組ྜ長㈹  ࡩす雪菜の米沢ࢧンド࢘ィッチۼピクルスࡒえ（┿ྑ） 

   

┿：ୗグ URL にて公開中のレシピより㌿㍕ 

 

コンテスト開催ᚋ、米沢࠺まいもの⯆༠㆟会が運営する「米沢のおいしい᪪感」HP
（ http://oshoshina.net/info/%E9%9B%AA%E8%8F%9C%E6%96%99%E7%90%86%E3%
82%B3%E3%83%B3%E3%83%86%E3%82%B9%E3%83%88%E5%8F%97%E8%B3%9E
%E4%BD%9C%E5%93%81%E3%81%AE%E3%83%AC%E3%82%B7%E3%83%94%E3%
82%92%E5%85%AC%E9%96%8B%E3%81%97%E3%81%BE.html）にて、ୖグ受㈹ 3 స

品のレシピを公開しており、ᐙᗞでのᾘ㈝ᣑ大を┠指しているࠋ 
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（公開講座・シリーズ公開講座・リカレント講座）





ᒣᙧ┴❧⡿ἑᰤ㣴Ꮫ・ᒣᙧ┴❧ಖ་⒪Ꮫ共ദ公開講座

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ㸯㸮᭶㸰㸴᪥（ᅵ）㸯㸱：㸮㸮～㸯５：４５

実施ሙ所：米沢栄養大学 大講⩏ᐊ

ᢸᙜ教員：地域連携・研究推進センター運営委員

連携機関：山形県立保健医療大学

㸯. 開ദの㊃᪨概要

山形県立保健医療大学はᩘᖺにࢃたり「考えよ࠺㸟健康と⚟♴」とい࠺テーマで公開講

座を開催しており、ᗈく県Ẹに学⩦のሙをᥦ౪しているࠋ講⩏は山形市、新ᗉ市、㓇田市、

米沢市の４会ሙで実施し、ྛ会ሙにおいて㸰ྡ、ᖺ㛫ィ㸶ྡの教員がᢸᙜしているࠋ௧和

ඖᖺ度米沢会ሙの公開講座にࡘいてもᖺ度にᘬࡁ続ࡁ本学との共催として開催し、㸰講

⩏の࠺ち㸯講⩏を本学教員がᢸᙜするࡇとになࡗたࠋ

㸰. ᙺศᢸ

ձ 体調整：齋藤和ஓ教ᤵ、㧗ᶫ⩏弘事ົᒁḟ長

ղ 保健医療大学との連⤡調整：金谷┤ᶞ主事

ճ 会ሙಀ：北林蒔子教ᤵ、金谷┤ᶞ主事

մ 受付ಀ：西田久美子ຓᡭ、山口㡰子ἲே画主査

յ ྖ会進行：大和田ᾈ子学部長

ն 講⩏：㧘ᶫ和教ᤵ

㸱. ᙜ᪥の᪥⛬

13：00 開講 ⥲ྜྖ会 山形県立保健医療大学 教ᤵ బ藤寿

13：00～13：20 ᣵᣜ

山形県立保健医療大学 学長 前田㑥ᙪ

山形県立米沢栄養大学 学長 㕥ᮌ㐨子

13：20～14：20 講⩏㸯（㉁ᛂ⟅ྵࡴ）

ྖ会 山形県立保健医療大学 教ᤵ ᖹ▼ⓙ子

࠺なでᛂしよࢇࡳ」 ẕங育ඣ」

山形県立保健医療大学 教ᤵ ⳥地ᆂ子

14：40～15：40 講⩏㸰（㉁ᛂ⟅ྵࡴ）

ྖ会 山形県立米沢栄養大学 学部長 大和田ᾈ子

「老化と長寿に栄養はどのよ࠺にかかࢃるか」

山形県立米沢栄養大学 教ᤵ 㧘ᶫ和

15:45 㛢講

山形県立米沢栄養大学・山形県立保健医療大学共催公開講座
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㸲. ཧຍேᩘ 
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ᒣᙧ┴❧⡿ἑᰤ㣴Ꮫシリーズ公開講座 

「地域の㣗ᗣ㹼⡿ἑの㩾ࢆ㏻ࡋて共に⪃ࡿ࠼㹼」 

 

 ᯘ ⵗ Ꮚ 

㔠 ㇂ ⏤ ᕼ 

 

実施ᮇ㛫：ᖹ成㸱1 ᖺ４᭶ 1４᪥（᪥）㸯㸱：㸱㸮～㸯５：㸱㸮 

実施ሙ所：伝ᅜのᮭ 置㈷文化࣍ール 

ᢸᙜ教員：北林蒔子、金谷由希 

連携機関：公立♫ᅋἲே山形県栄養ኈ会、米沢鯉භ༑㔛 

 

㸯㸬開ദの㊃᪨概要 

米沢鯉（よࡇࢃࡊࡡい）は、米沢の ABC として、⯓山林᷍(apple)・米沢∵(beef)となら

ぶ米沢のྡ産品となࡗているࠋしかしながら、㏆ᖺ鯉㞳ࢀが進ࢇでおり、米沢の食文化を

ᚋୡに継ᢎするたࡵにも、「鯉文化」の保護育成のたࡵのྲྀ組がồࡵらࢀるࠋ鯉㞳ࢀの⌧≧

にࡘいて、鯉のᬑཬのたࡵのㄢ㢟を地域のேࠎと୍⥴に考える機会とするたࡵ、地域の食

文化の継ᢎのたࡵの食育活動を行࠺┠的で実施したࠋ 

また、本講座は（公）山形県栄養ኈ会との共催としたࠋ 

 

㸰㸬講座のෆᐜ 

1. 開 会 

2. ᣵ ᣜ  

山形県立米沢栄養大学 学長 㕥ᮌ 㐨子 

3. 講₇ 

₇ 㢟 地域の食と健康～米沢の鯉を通して共に考える～ 

第୍部 講₇  

  講ᖌ ศとく山⥲料理長 野㷂 洋光 Ặ 

第部 ࢿࣃルディスカッション 

  リストࢿࣃ  

   野㷂 洋光 Ặ（ศとく山 ⥲料理長） 

   ᒾ ᠇ Ặ（米沢鯉 භ༑㔛） 

   西ᮧ ᜨ美子Ặ（山形県栄養ኈ会 会長） 

   金谷 由希  （山形県立米沢栄養大学 講ᖌ） 

  座長 

   北林 蒔子  （山形県立米沢栄養大学 教ᤵ） 

4. 㛢会の࠶いさࡘ 

山形県立米沢栄養大学 健康栄養学部 学部長 大和田ᾈ子 

 

山形県立米沢栄養大学シリーズ公開講座
「地域の食と健康～米沢の鯉を通して共に考える～」

北　林　蒔　子
金　谷　由　希
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ᒣᙧ┴❧⡿ἑᰤ㣴Ꮫシリーズ公開講座 

「ㄪ⌮⛉Ꮫࡽぢࡿ和㣗の「ࡉࡋ࠸࠾」」 

Ụ ཱྀ ᬛ ⨾  

 

実施ᮇ㛫：௧和ඖᖺ 6᭶ 29᪥（ᅵ）13:30～15:00 

実施ሙ所：山形県立米沢栄養大学 D301 教ᐊ 

ᢸᙜ教員：江口智美 

 

㸯㸬開ദの┠ⓗ 

 ௧和ඖᖺ度シリーズ公開講座第 1 回「地域の食と健康～米沢の鯉を通して共に考える」

（ᖹ成 31 ᖺ 4 ᭶ 14 ᪥開催）は、地域の食文化の継ᢎのたࡵの食育活動を行࠺┠的で実施

さࢀたࠋ第 2 回に࠶たる本講座では、調理科学のどⅬから和食の「おいしさ」にࡘいて考

え、᪥ᖖの食事を見ࡵࡘ┤していたࡔくࡇとを┠的としたࠋ 

 

㸰. ཧຍ⪅ 

参加者ᩘは 23 ྡでࡗ࠶たࠋ㧗ᰯ生から 60 ௦௨ୖの᪉まで、ᖜᗈいᖺ௦の᪉に受講いた

 ࠋいたࡔ

 

㸱. 講座概要 

食≀のおいしさを形成する化学的要因（、㤶り）と≀理的要因（ 度、テクスチࣕー、

外ほ、㡢）にࡘいて、和食のおいしさと関連さࡏながら⤂したࠋ 

 受講者からは、「科学的᰿ᣐにᇶづࡁศかりやすかࡗたࠋどのよ࠺にするとおいしさが出

るか（考えて）料理したいࠋ」、「（食品の）◳さでの感じ᪉がኚࢃるとはじࡵて▱ࡗてຮᙉ

になࡗたࠋ」、「ࡳそのヰをもࡗとヲしく⪺ࡁたかࡗたࠋまたの機会にお㢪いしたいࠋ」などの

ព見をいたࡔいた（受講ᚋのアンࢣート⤖ᯝより）ࠋ 
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1.
2.

3.

4.
5.

山形県立米沢栄養大学リカレント講座

金　光　秀　子
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㸲. 研ಟのᵝᏊ  
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